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『ヴェノナ』原註 

 序 章 

（１） Robert Lamphere and Tom Shachtman, The FBI-KGB War: A Special Agent’s Story（New York: Random 

House, 1986）, 78 - 98; Ronald Radosh and Joyce Milton, The Rosenberg File: A Search for the Truth （New 

York: Holt, Rinehart and Winston, 1983; New H aven: Yale University Press, 1997 ）, 130; David Martin,  

Wilderness of Mirrors （New York: Ballantine Books, 1981 ）, 39 - 45. マーティンは、こうして解読された通

信の内容から、イギリスの外交官ドナルド・マクリーンがソ連のスパイであることも判明した、としている。

Christopher Andrew and Oleg Gordievsky, KGB: The Inside Story （New York: Harper- Collins, 1990 ）, 373 - 376, 

446- 447. 

（２） Peter Wright, Spy Catcher: The Candid Autobiography of a Senior Intelligence Officer （New York: 

Viking, 1987 ）, 239 - 241. 

（３） Harvey Klehr and John Earl Haynes, The American Communism Movement: Storming Heaven Itself （New 

York: Twayne, 1992）, 108.  

 

 第一章 

（１） 新たな独ソ和平をめぐる噂の根拠については次を参照。Vojtech Mastny, Russia’s Road to the Cold 

War: Diplomacy, Warfare, and the Politics of Communism, 1941 - 1945（New York: Columbia University Press, 

1979）, 77 - 78, 83 - 84, 162.  

（２） Robert Louis  Benson and Michael Warner, eds., Venona: Soviet Espionage and the American Response, 

1939- 1957（Washington, D.C.: National Security Agency, Central Intelligence Agency, 1996 ）, xiii.  

（３） パーヴェル・ミハイロヴィッチ・フィチン（1907～1911）：1932年、チミリャゼフ農業アカデミーのエ

ンジニア課程卒。赤軍に服務。国立農業出版社の編集者。1938年、ソ連共産党が、KGB訓練校の対外諜報特別課

程に選抜。1938年にKGB対外諜報局の次長、1939年に31歳にして局長。現代のロシア対外諜報庁（SVR）は、フ

ィチンが粛清で大損害を受けた対外諜報局を立て直し、1941年 6月のドイツの攻撃について十分に警告していた

としている。スターリンが聞きたくなく信じようとしない情報をKGB長官ベリヤに上げたため、フィチンは処刑

されそうになったが、実際にドイツの侵攻が起こったので助かった。ベリヤは終戦までフィチンを対外諜報局長

として維持したが、戦後は降格した。1951年にKGBから追放され、年金を拒絶された。1953年のベリヤの処刑ま

で、フィチンは職を見つけられなかった。その後、フィチンは中将の階級を得て、赤旗勲章（2 回）、赤星勲章、

トゥヴァ赤旗勲章を授与された。 

（４） KGB（国家保安委員会 Komitet Gosudarstvennoi Bezopasnosti ）と、その対外情報部門の組織的沿革は

複雑である。KGBは 1954年に成立したが、その前身は、チェーカー（反革命・破壊工作取締全ロシア非常委員会）、

GPU（国家政治局）、OGPU（国家統合政治局）、NKVD（内務人民委員部）、GUGB（国家保安総局）、NKGB（国家保安人

民委員部）、MGB（国家保安省）、KI（情報委員会）、MVD（内務省）などであった。単純化のため、本書を通して、

KGBという用語でこれら多くの前身組織も扱うこととする。 

（５） 《ミューズ》と《モグラ》は最終的には特定されたが、それは数十年後であった（《ミューズ》は 1998

年）。OSSの解体後、《ミューズ》（ヘレン・テニー）は国務省に移ることに成功し、ソ連担当の分析官となった。

ソ連スパイとしては完璧な地位である。《モグラ》（チャールズ・クレイマー）は、上院委員会の上級スタッフに

なった。カバーネーム《ミューズ》と《モグラ》は当時解明されなかったが、テニーとクレイマー本人は、ソ連

スパイから転向したエリザベス・ベントリーによってソ連のエージェントであると特定され、静かに退任させら

れた。しかしアメリカの防諜機関は、彼らがすでに発見されたと気づかずに、《ミューズ》と《モグラ》を捜査し

続けた。 

（６） Daniel Patrick Moynihan, Secrecy: The American Experience （New Haven: Yale University Press, 

1998）, 70 - 71; Benson and Warner, Venona, xxiv, xxx.  

（７） ホワイトハウスとこれらの行動については、George Elsey to Clark Clifford, 16 August 1948, Clark 

M. Clifford papers, Harry S. Truman Library, “Loyalty Investigations,” box 11. また、Benson and Warner, 

Venona, 117 に掲載。 
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（８） 第十章参照。 

（９） 「ヴェノナ」が公開されていれば、ローゼンバーグ夫妻は死刑をまぬがれたかもしれない。ただし、も

し彼らが自供していれば死刑はまぬがれただろうことも留意すべきである。 

（10） Joseph McCarthy speech, U.S. Senate, 14 June 1951, Congressional Record, vol. 97, part 5, p. 

6602. 

（11） 著者らは、マッカーシー上院議員は「ヴェノナ」を秘密にしておくのを不満に思っていた防諜・保安関

係者からのリークなどで「ヴェノナ」の内容を知っていたのではないか、と何度か聞かれた。しかしマッカーシ

ーがそのような情報をもっていたという確かな証拠はない。彼が告発した標的からは、「ヴェノナ」が情報源であ

ったということはできない。さらに、マッカーシーは、「ヴェノナ」のような政治的な衝撃を引き起こす情報を秘

密にしておくような人物ではなかった。 

（12） Richard M. Fried, Nightmare in Red: The McCarthy Era in Perspective （New York: Oxford University 

Press, 1990）; David Caute, The Great Fear: The Anti - Communist Purge under Truman and Eisenhower（New 

York: Simon and Schuster, 1978 ）, 11.  

（13） Caute, The Great Fear , 54.  

（14） Ibid., 11.  

（15） 正確にいえば、ソ連は戦争の最後の数週間までは半同盟国でしかなかった。日本への原爆投下まではソ

連は太平洋戦線では中立を保った。しかしイギリスとアメリカは、ヨーロッパとアジアで二正面戦争を行ってい

た。 

（16） GRU（ソ連軍参謀本部情報総局 Glavnoye Razvedyvatelnoye Upravleniye ）と海軍 GRUは、ソ連の秘密

政治警察であるKGBの情報組織とは分離した軍隊組織であった。これら二つの軍情報組織も、複雑な組織と名称

の変更を経た。1937年と1938年の短い時期には、NKVD（KGBの前身）の長官はその対外情報部門のみならず、GRU

も監督していた。しかし、のちにGRUは軍の指揮系統に戻された。混乱を避けるため、本書では全体を通じて、

二つの軍情報組織のさまざまな前身組織をひっくるめて、GRUおよび海軍GRUと呼ぶことにする。 

 

 第二章 

（１） この節は、以下のNSAの出版物にある「ヴェノナ」関係の歴史叙述に依拠している。Robert Louis Benson 

and Michael Warner, eds., Venona: Soviet Espionage and the American Response, 1939 - 1957（Washington, D.C.: 

National Security Agency, Central Intelligence Agency, 1996 ） および、ロバート・ルイス・ベンソンが執

筆した以下のNSAの論文。“Introductory History of VENONA and Guide to the Translations”（1995）, “The 

1942- 43 New York-Moscow KGB Messages”（1995）, “The 1944- 45 New York and Washington- Moscow KGB Messages”

（1996）, “The KGB in San Francisco and Mexico, The GRU in New York and Washington”（1996）, “The KGB 

and GRU in Europe, South America, and Australia”（1996）, and “VENONA: New Releases, Special Reports, 

and Project Shutdown”（1997）.  

（２） 多くのコミンテルンによる無線通信とミヘルソン＝マヌイロフの背景については次で論じられている。

Harvey Klehr, John Earl Haynes, and Kyrill M. Anderson, The Soviet World of American Communism（New Haven: 

Yale University Press, 1998 ）. レイドについては次を参照。“Datos Biogr ficos de Arnold Reisky（nombre 

del Partido Arnold Reid ）,” circa 1937- 1938, Archive of the International Brigades, RTsKhIDNI 545 - 3- 453. 

国際旅団は、コミンテルンがコントロールしていた軍事部隊で、スペイン内戦においてスペイン共和国政府とと

もに戦った。 

（３）マスク通信文が明らかにしている点はいろいろあるが、とくに、外国の共産党はコミンテルンから独立し

ていた、という見解をはっきりと否定している。マスク通信文はイギリスでは国立公文書館、アメリカでは国立

暗号博物館（メリーランド州フォート・ミード）にある（訳註：イギリスのGC&CSとMI5が中心となった「マス

ク作戦」によって傍受・解読されたコミンテルン通信文と歴史家ナイジェル・ウェストによる解説は、Nigel West,  

Mask: MI5’s Penetration of the Communist Party of Great Britain（Routledge, 2005）として刊行されてい

る）。 

（４） 「ヴェノナ作戦」を指導した代表的解読官による説明については次を参照。Cecil James Phillips, 
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“What Made Venona Possible?” in Benson and Warner, Venona, xv. ソ連からの亡命者とは、イーゴリ・グー

ゼンコ（1945年にカナダで亡命したGRU暗号通信士）およびウラジーミル・ペトロフと妻エヴドキア（それぞれ

KGB中級将校とKGB暗号通信士で、1954年オーストラリアで亡命）である。ウラジーミル・ペトロフもKGB職歴

の中で以前に暗号通信士であった。ペトロフ夫妻の亡命は次にまとめられている。David McKnight, Australia’s 

Spies and Their Se crets （St. Leonards, Australia: Allen & Unwin, 1994 ）, 59 - 76. グーゼンコについては

本書でのちに述べる。また、次も参照。Igor Gouzenko,  Iron Curtain （New York: Dutton, 1948 ）.  

（５） KGBの手続きでは、このような名前に対して 2桁のつづり表を使っていた。GRUはラテン・アルファベ

ットの名前については1桁か2桁の混合つづり表を使っていて、キリル文字の単語や名前には別に同様の表をも

っていた。 

（６） ワンタイム・パッドのページはつねに順番に使われるが、メッセージは順番に届くとは限らないため、

正しいページを特定する方法は重要である。ソ連外交システムの大半では 01～35か、01～50の範囲のページ番

号をつけていた。しかし1944年 5月 1日に、KGBはここで論じる手続きに移行し、ページ番号ではなく、そのペ

ージの最初のキー値を、解読側へのページ伝達の「指標」に使うことにした。 

（７） かつては数字よりもアルファベット文字のほうが転送費用が安かった。これはおそらく、メッセージが

テレタイプ機ではなくモールス信号で転送されていた頃に由来するのだろう。 

（８） これが外部番号で、「ヴェノナ」通信文の引用に使われるNSAの通信文番号のもとになっている。 

（９） 以上で述べた段階は、行うべき個別の過程をそれぞれ見せるためのものである。グーゼンコによれば、

コードとサイファーによる暗号化と、暗号文を10種の文字でタイプすることは、一つの作業で行われた。コード

化しただけの途中のものやキー値を暗号通信士が書くことは禁じられていたからである。完成した暗号以外のも

のを送るのを防ぐためであった。このようなシステムで継続的に働いていれば、暗号化と文字への変換を一段階

でするのは難しくはなかっただろう。最も難しいのは、ワンタイム・パッド上できちんと数値を追っていくこと

だったとされる。おそらく使うたびにキー値を消していくことで楽になっただろう。 

（10）Phillips, “What Made Venona Possible?” 1943年に陸軍は、18歳で大学2年生のフィリップスをアー

リントン・ホールでの暗号作戦のために雇い、1944年 5月に「ヴェノナ作戦」となる部署に配属した。彼は大変

優れた才能を示したため、NSAに長く勤める上級暗号解読官となった。 

（11） 第二次世界大戦中、国際外交ケーブルを用いたソ連の暗号通信の数は20万から30万通もあった。 

（12）Phillips, “What Made Venona Possible?” NSAは 3万 5000の複製キーページを発見したが、全体数は

おそらく2倍だったと見積もられている。 

（13）日本がフィンランドから教わったソ連暗号に関する情報を伝えた日本の通信文の一例は、Japanese Army 

General Staff to Berlin and Helsinki, Tokyo circular 9 06, 6  October 1942 で、Benson and Warner, Venona, 

43- 45 に掲載。また、U.S. Army Signals Se curity Agency, “Memorandum on Russian Codes in the Japanese 

Military Attaché System,” 9 February 1943もあり、ibid., 47 - 48に抜粋がある。 

（14）Phillips, “What Made Venona Possible?” NSAの予備役将校ハロックは、シカゴ大学の考古学者であっ

た。 

（15）ワンタイム・パッドのサイファーを破るのに貢献した指導的暗号解読官はたとえば次のような人々である。

Richard Hallock, Cecil Phillips, Genevieve Feinstein, Frank Lewis, Frank Wanat, and Lucille Campbell.  

（16） これらの例では、ワンタイム・パッドのページの消費量を和らげるため、KGB暗号通信士がページの一

部だけを使ったときにはそれを破棄せずに、次の通信文を暗号化するのにそのページの残りを使った。どのよう

にすればこれを特定し、同じページによる通信文を見つけられるのかを、フィリップスが示した。 

（17） ソ連は 1939～40 年の「冬戦争」でフィンランドを攻撃して破り、フィンランドにかなりの領土を割譲

させた。1941年にナチス・ドイツがソ連に侵攻したとき、フィンランドも失地回復の望みをもって対ソ攻撃に参

加した。 

（18） オリヴァー・カービー中尉は、ドイツのシュレスヴィヒで同様の任務を行って、関連する暗号上の資料

を入手した。ネフとカービーはのちにNSAの高官となった。 

（19） Edward Stettinius, Jr., memorandum for the President, “Soviet Codes,” 27 December 1944, 

President’s Secretary’s Files, “Russia-1944,” box 49, Franklin D. Roosevelt Library. NSAが 1995
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年に文書を公開し、「ヴェノナ作戦」の歴史についての正確な情報をもたらす前は、1944年に OSSが入手したフ

ィンランド経由のソ連暗号資料と、1945年にアメリカ陸軍情報部が入手したものを誤って混同した見方が、いく

つかの本に書かれていた。 

（20） V1657/27/11/44.  

（21） Meredith Gardner memorandum, “Covernames in Diplomatic Traffic,” 30 August 1947. 次に掲載。

Benson and Warner, Venona, 93 - 104. 

（22） Stephen Schwartz, “La Venona Mexicana,” Vuelta（Mexico）（August 1997）, 19 - 25. 

（23） McKnight, Australia’s Spies and Their Secrets, 6 -25; David McKnight, “The Moscow- Canberra 

Cables: How Soviet Intelligence Obtained British Secrets through the Back Door,” Intelligence and 

National Security  13, no. 2 （Summer 1998）, 159- 170; Desmond Ball and David Horner,  Breaking the Codes: 

Australia’s KGB Network（St. Leonard’s, Australia: Allen & Unwin, 1998）.  

（24） Benson and Warner, Venona, xxxi.  

（25） 『ザ・ネーション』誌発行人のヴィクター・ナヴァスキーは、解読文が「市民的自由を犠牲にして冷戦

後の情報収集能力を拡大するための」邪悪な政府秘密計画だとあざけった。弁護士で活動家のウィリアム・クン

ツラーは、通信文はアメリカ政府機関から出てきたものだから偽物として扱われるべきだと書いた。Victor 

Navasky, “Tales from Decrypts,” The Nation（28 October 1996）, 5 - 6; William Kuntsler, letter to the 

editor, The Nation（16 October 1995）.  

（26） Allen Weinstein and Alexander Vassiliev, The Haunted Wood: Soviet Espionage in America ─The 

Stalin Era （New York: Random House, 1999）. これらのコメントは、アレン・ワインスタインが我々著者に見

せてくれた無修正の文書証拠に基づく。 

（27） その人物とは以下の名前である。Solomon Adler, Iskhak Akhmerov, Joel Barr, Elizabeth Bentley, 

Abraham Brothman, Earl Browder, William Bro wder, Frank Coe, Lona Cohen, Morris Cohen, Judith Coplon, 

Lauchlin Currie, William Dodd, Edward Fitzgerald, Klaus Fuchs, Rebecca Getzoff, Harold Glasser, Bella 

Gold, Harry Gold, Sonia Gold, Jacob Golos, David Greenglass, Ruth Greenglass, Theodore Hall, Mau rice 

Halperin, Alger Hiss, Julius Joseph, Irving Kaplan, Joseph Katz, Alexander Koral, Charles Kramer, Sergey 

Kurnakov, Duncan Lee, Donald Maclean, Harry Magdoff, Boris Morros, Victor Perlo, Mary Price, Allan 

Rosenberg, Ethel Rosenberg, Julius Rosenberg, S aville Sax, Bernard Schuster, George Silverman, Gregory 

Silvermaster, Helen Silvermaster, Jack Soble, Myra Soble, Alfred Stern, Martha Dodd Stern, Michael 

Straight, Helen Tenney, William Ullmann, William Weisband, Donald Wheeler, Harry White, Jones York, a nd 

Mark Zborowsky. 

（28） コミンテルンの記録中で見つかった KGB通信文のほとんどすべてに、KGBのフィチンの署名がある。パ

ーヴェル・ミハイロヴィッチ・フィチン中将は、1940年から1946年まで、KGBの対外情報部門の長であった。こ

れらのコミンテルン文書は、以降の各章で以下の人物とKGBやGRUとのつながりを論じるときに、対応する「ヴ

ェノナ」解読文とあわせて、記述・引用することになる。Josephine Adams, Rudy Baker, Earl Browder, Paul Bur ns, 

Norman Bursler, Eugene Coleman, Judith Coplon, Pierre Cot, Marion Davis, Edward Fitzgerald, Charles Flato, 

Harold Glasser, Louis Horvitz, Samuel Krafsur, Charles Kramer, Harry Magdoff, Victor Perlo, Peter Rhodes, 

and Donald Wheeler. コミンテルン文書と「ヴェノナ」解読文の詳しい裏付け検証は、次で発表した。John Haynes 

and Harvey Klehr, “Venona and the Russian Archives: What Has Already Been Found”（第7回暗号学史シ

ンポジウムでの報告ペーパー、1997年 10月30日、メリーランド州フォート・ミード） 

（29） V1253/30/7/43.  

（30） Sharia to Dimitrov, 27 January 1943, Archive of the Dimitrov Secretari at of the Comintern, 

RTsKhIDNI 495- 73- 188. 

（31） Anonymous Russian letter to Hoover, 7 August 1943. 以下に掲載。Benson and Warner, Venona, 51 - 54 

（32） ズビリンは 1942年と 1943年に KGBニューヨーク支局長で、ソ連総領事館を拠点として活動していた。

1943年後半にワシントンのソ連大使館に彼が移転したことは、アメリカでのKGB工作の司令塔の移転を意味した。

しかしニューヨーク支局はその後も主要局であり続けた。ズビリンのすぐあとにニューヨークでその後任となっ
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たのはパーヴェル・クラリンであり、さらに1944年にはステパン・アプレシャンに代わったが、両人とも公式に

はソ連副領事の地位にあった。妻のエリザベス・ズビリンは最終的にはKGB大佐の地位に至った。ズビリン夫妻

の経歴を以下に簡単にまとめる。 

  ワシリー・ズビリン（1894～1972）：ワシリー・ミハイロヴィッチ・ザルビンの米国での偽名。1914年から

1917年、ロシア帝国陸軍に勤務し負傷したが、1918年から1920年には、革命後の赤軍に勤務。1920年KGBに入

り、1925年まで内務保安部門に配属ののち、対外諜報部門へ異動。1925年から中国で合法諜報官（訳註：外交官

などの隠れ蓑としての肩書きをもつインテリジェンス・オフィサーのこと）、次いでフィンランドで合法諜報官

（1926年）、デンマークとドイツで非合法諜報官（1927～1929年）、フランスで非合法諜報官（1929～1933年）、

ドイツで非合法諜報官（1933～1937年）として活動。1937年、KGB本部で勤務のためソ連に帰国。1940年、「ド

イツに内通している」との告発があったが生き残り、「カチンの森事件」（1万5000人以上のポーランド捕虜をKGB

が殺害）に関わったとされるが、詳細は不明確。1941年に再び中国に配属され、蔣介石の上級ドイツ人顧問から

ヒトラーのソ連攻撃計画についての極秘情報を入手したとされる。1941年秋、アメリカでの KGBトップに就任。

1944年に再び「ドイツに内通」との嫌疑がかかり召還されるが、再度、生き残る。その後、対外諜報局次長とな

り、少将の階級、レーニン勲章（2回）、赤旗勲章（2回）、赤星勲章を得る。 

  エリザベス・ズビリン（1900～1987）：エリザヴェータ・ユリエヴナ・ザルビナ、のちにリサ・ゴルスカヤの

米国での偽名。1900年ロシアでルーマニア系として生まれ、ロシア、フランス、オーストリアの大学に在籍。1923

年、オーストリア共産党に入党。1925年からKGBの活動に携わり、1928年までKGBウィーン支局勤務。その後、

いくつかの短期の外国配属があり、トルコにも行った。そこでKGB上級諜報官のヤコフ・ブリュムキン（恋愛関

係にあった）がトロツキーとつながっていることをモスクワに警告。ブリュムキンは召還され処刑。その後ほど

なくワシリー・ズビリンと結婚。引き続きKGB諜報官として、彼の多数の情報活動に同行し支援。時には独立し

て任務遂行したこともあった。現代のロシア対外諜報庁（SVR）によれば、1940年代初めの米国勤務で20人の情

報源を獲得したという。 

（33） ヘイフェツは表向きはソ連の副領事で、KGBのサンフランシスコ支局長を 1941年から務め、1944年に

グリゴリー・カスパロフに交代した。1945年にはステパン・アプレシャンが引き継いだ。 

（34） Secretary of the Central Committee, All - Union Communist Party [CPSU] to Beria - NKVD, 5 March 1940. 

以下に掲載。Diane Koenker and Ronald D. Bachman, eds.,  Revelations from the Russian Archives: Documents 

in English Translation （Washington, D.C.: Library of Congress, 1997 ）, 167 - 168. ナチス・ドイツは、反

ナチス連合の中で対立を煽ることを狙って、このソ連による虐殺の発見を世界に向け発表したのであった。そし

て実際に対立は起こった。ポーランド亡命政府がソ連の無罪だとの主張を認めず、ソ連はこれに怒り亡命政府と

の外交関係を断絶した。 

（35） V1033/1/7/43.  

（36） Pavel A. Sudoplatov and Anatoli Sudoplatov, with Jerrold L. Schecter and Leona P. Schecter,  

Special Tasks: The Memoirs of an Unwanted Witn ess（New York: Little, Brown, 1994 ）, 196 - 197. ミロノフ

の本名がマルコフであった可能性がある。次を参照。Ben Fischer, “ ‘Mr. Guver’: Anonymous Soviet Letter 

to the FBI,” Newsletter of the Center for the Study of Intelligence , no. 7 （Winter- Spring 1997）, 10 - 11. 

スドプラトフはまた、ズビリンがカチン工作に加わったことも述べているが、ズビリンの役割は死刑宣告を受け

たポーランド将校の数名を選んでKGBに徴募することであり、殺害作戦には直接参加していないといっている（pp. 

277- 278）。次の文献もズビリンについて少し触れているので参照のこと。Allen Paul, Katyn: Stalin’s Massacre 

and the Seeds of Polish Insurrection （Annapolis, Md.: Naval Institute Press, 1996 ）, 77 - 78. 

（37） FBI Comintern Apparatus file （FBI file 100 - 203581）, serial 3378, 1 November 1944; FBI Comintern 

Apparatus file, serial 3702, “Comintern Apparatus Summary Report,” 15 December 1944. ここで参照する

これらのFBIファイルは、情報の自由法（FOIA）に基づく公開請求によって得られたもの、あるいはワシントン

のFBI本部にある資料閲覧室で見られるものである。 

（38） 司法省が訴追するのをしぶったことへの苛立ちが一因となって、FBIなどの防諜・保安職員の何人かが、

理解のあるジャーナリストや議員にソ連のスパイ活動について情報をリークしたかもしれない。 

（39） Benson and Warner, Venona, xiv では、1943年の「ヴェノナ」通信文（V441/31/10/43）で、KGBが「ポ
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ベーダ」（勝利）コードブックを新しいコードブックに入れ替えるという話があるが、この古いほうはほぼ間違い

なく、ペツァモでフィンランドが発見したコードブックのことである、と指摘している。Elizabeth Bentley FBI 

deposition, 30 November 1945, FBI file 65 - 14603 （情報の自由法にて取得）。この宣誓証言の文面はシルバー

マスターのファイルにもある（FBI file 65 - 56402）。 

（40） Moscow circular, 25 April 1944. 引用はBenson and Warner, Venona, 259.  

（41） クラークとロウレット、ヘイズとの対話は、ベンソンがロウレットとオリヴァー・カービーに対して行

った1992年のインタビューの中に見られる。Michael Warner and Robert Louis Benson, “Venona and Beyond: 

Thoughts on Work Undone,” Intelligence and National Security  12, no. 3 （July 1997）, 1 - 13. OSSへの

指令については、Timothy J. Naftali, “X- 2 and the Counterintelligence Response to S oviet Espionage,” 

a paper presented at the “Venona Conference,” 4 October 1996, Washington, D.C. 

（42） カリーはシルバーマスターのために、口頭で介入した。2 人の人物が、シルバーマスターの件で、カリ

ーから接触を受けたことを記録に残している。 

（43） Michael Dobbs, “The Man Who Picked the Lock,” Washington Post（19 October 1996）; B enson and 

Warner, Venona, xxviii.  

（44） 《リンク》に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V981/23/6/43; V1239/30/8/44; V154/16/2/45.  

（45） Benson and Warner, Venona, xxviii.  

（46） Larry Kerley testimony, 15 September 1949, “Communist Activities Among Aliens and National 

Groups,” U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee on Immigration and 

Naturalization, 81st Cong., 1st sess., part 2, 811. サバティーニに関する「ヴェノナ」通信文は以下。

V942/4/7/44; V1015/22/7/44; V1087/30/7/44; V1220/26/8/44; V1266/6/9/44; V1313/13/9/44; V1370/27/9/44; 

V1523/27/10/44; V1649/25/11/44; V29/8/1/45; V130/11/2/45; V446/31/10/43; V55/8/2/44; V298/13/7/44.  

（47） Mask 1959/H, Comintern Moscow to Amsterdam 13, 5 January 1935, and Mask 3760/H, Comintern Moscow 

to Amsterdam 326, 3 September 1935, Mask collection, Natio nal Cryptologic Museum, Fort Meade, Md.; Roster 

and assignment list of American Communists with the International Brigades, Archive of the International 

Brigades, RTsKhIDNI 545- 6-846; FBI memorandum, “Existing Corroboration of Bentley’s Overall 

Testimony,” 6 May 1955, FBI Silvermaster file （FBI file 65 - 56402）, serial 4201.  

（48） ヨークに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V446/31/10/43; V457/2/11/43; V1266 
/6/9/44; 

V1523/27/10/44.  

（49） Jones York statement of 6 October 1953, in William Wolf Weisband background memo, 27 November 

1953, in Office of Security, National Security Agency. 以下にも掲載。Benson and Warner, Venona, 167 - 169. 

（50） Weisband background memo in Benson and Warner, Venona, 170; また xxviii 頁も参照。ワイズバン

ドの妻もNSA職員だったがやはり職を失った。 

（51） 1998年開示のKGB文書より。次に引用。Nigel West and Oleg Tsarev, The Crown Jewels: The British 

Secrets at the Heart of the KGB Archives （London: HarperCollins, 1998; New Haven: Yale University Press, 

1999）, 182. 「ヴェノナ作戦」の暗号解読官らのコメントによると、フィルビーの説明は、暗号が破られたこと

をモスクワに警告するのには適切だが、素人の混乱した暗号解読理解が現れているという。黎明期のコンピュー

タが、複製された通信文を検出するのに大いに役立った、と誇張しているし、焼け残りのコードブック（イギリ

スではなくアメリカの手にあった）がその時点までに解読作業に利用されていた程度も誇張しているし（実際は、

ソ連のコード生成のモデルとしてのみ役立っていた）、「トレード」電文が問題解決をどのように支援したかとい

う点も誤解しているというのである。 

（52） この5人については多数の詳しい本があり、彼らのスパイ経歴の要約はたとえば次の文献などに出てい

る。Christopher Andrew and Oleg Gordievsky, KGB: The Inside Story （New York: HarperCollins, 1990 ）お

よび West and Tsarev, The Crown Jewels. 実際、学生であるバージェスが、学監であるブラントを最初に徴募

したことなども注目すべきである。 

（53） V1271- 1274/7/9/44. マ ク リ ー ン に関する「ヴェノ ナ」通信文は以下 。 V915/28/6/44; 

V1105- 1110/2- 3/8/44; V1114/4/8/44; V1146/10/8/44; V1263/5/9/44; V1271 - 1274/7/9/44; V1788/29/3/45; 
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V1791/29/3/45; V1793/29/3/45; V1808 - 1809/30/3/45; V1826/31/3/45.  

（54） V1105- 1110/2- 3/8/44.  

（55） このイギリス人スパイの3人によってアメリカの安全保障が受けたダメージについては次を参照。Vern 

W. Newton, The Cambridge Spies: The Untold Story of Maclean, Philby, and Burgess in  America（Lanham, Md.: 

Madison Books, 1991）.  

（56） イギリスの情報史家ナイジェル・ウェストは、1998年にロシア政府によって閲覧を許されたKGB文書に

基づいて、フックスについてのフィルビーの警告は、1949年 9月にガイ・バージェスに伝達されたが、それは1950

年 2月までモスクワに到達せず、そのときにはMI5はすでにフックスを監視下に置いていた、と結論している。

この遅れは、バージェスのほうでマイクロフィルムをつくるのに手間取るという不注意があったせいであり、こ

れは彼がアルコール中毒で精神状態が不安定化していたためだという。West and Tsarev, The Crown Jewels, 

180- 181. 

 

 第三章 

（１） “Communist Party Manifesto,” reprinted in Joint Legislative Committee Investigating Seditious 

Activities, Revolutionary Radicalism, Its History, Purpose and Tactics, with a n Exposition and Discussion 

of the Steps Being Taken and Required to Curb It （Albany: J. B. Lyon, 1920 ）, 782.  

（２） アメリカ共産党の初期の歴史については以下参照。Harvey Klehr and John Earl Haynes, The American 

Communist Movement: Storming Heaven Itself（New York: Twayne, 1992）; Theo dore Draper,  The Roots of American 

Communism（New York: Viking, 1957 ）; Theodore Draper, American Communism and Soviet Russia, The Formative 

Period（New York: Viking, 1960 ）.  

（３） ロシアの文書館にある文書を用いたアメリカ共産党とコミンテルンの関係については、以下参照。

Harvey Klehr, John Earl Haynes, and K yrill M. Anderson, The Soviet World of American Communism（New Haven: 

Yale University Press, 1998 ）.  

（４） 以下に引用。Theodore Draper, American Communism and Soviet Russia, 298.  

（５） William Z. Foster, Toward Soviet America（New York: International Publishers, 1932 ）,  67, 212 - 213, 

275, 317.  

（６） Protocol II, Session of the Illegal Commission, 4 May 1923, Archive of the Illegal Commission 

of the Comintern, RTsKhIDNI 495 - 27- 1.  

（７） Daily Worker （17 October 1929）; “Resolutions of the Political Secretariat of the ECCI on the 

Situation and Tasks of the CPUSA,” folder 1, box 1, and B. Vasiliev, “How the Communist International 

Formulates at Present the Problem of Organization,” folder 21, box 1, Theodore Draper papers, Emory 

University Library, Atlanta, Ga.; Lozovsky, “The Trade Unions and the Coming War,” and Vasiliev, “The 

Communist Parties on the Anti -Militarist Front,” both in Communist International  8, no. 14 （15 August 

1931）.  

（８） ロシアの文書館史料に基づく、アメリカ共産党の地下組織についての詳しい説明は以下参照。Harvey 

Klehr, John Earl Haynes, and Fridrikh Igorevich  Firsov, The Secret World of American Communism（New Haven: 

Yale University Press, 1995 ）.  

（９） “Autobiography of J. Peter of C.P.U.S.A.,” 25 January 1932, and “Report Peters, Joseph ...,” 

15 October 1947, both in Archive of Personnel Files of the Comintern, RTsKhIDNI 495- 261- 5584. 

（10） “Brief on the Work of the CPUSA Secret Apparatus,” 26 January 1939, Archive of the Dimitrov 

Secretariat of the Comintern, RTsKhIDNI 495 - 74- 472. ピーターズのあとに秘密機関長になったルディ・ベイ

カーがコミンテルンのためにこのメモを用意した。 

（11） Paul Crouch testimony, “Communist Underground Printing Facilities and Illegal Propaganda,” 

U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee to Investigate the Administration of the 

Internal Security Act and Other Internal Security Laws, 83d Cong., 1st sess., 4 - 9, 24 - 63. 

（12） ウェア・グループについては次の二つを参照。Earl Latham, The Communist Controversy in Washington: 
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From the New Deal to McCarthy（Cambridge: Harvard University Press, 1966 ）, 101 - 123; Joseph Lash,  Dealers 

and Dreamers（New York: Doubleday, 1988）, 218. ウェイルはAAAを去ったのち、アメリカ共産党の「車上学

校」を指揮し、農村地域を回って農民の間に共産主義を宣伝した。1939年、独ソ不可侵条約に反発してアメリカ

共産党を辞め、朝鮮戦争開始後に沈黙を破って証言した。彼の著書は次の二つ。Nathaniel Weyl, Treason: The 

Story of D isloyalty and Betrayal in Ameri can History （Washington, D.C.: Public Affairs Press, 1950 ）; 

The Battle Against Disloyalty （New York: Crowell, 1951 ）.  

（13） John Abt with Michael Myerson, Advocate and Activist: Memoirs of an American Communist Lawyer

（Urbana: University of Illinois Press, 1993 ）, 39 - 46. 

（14） Elinor Langer, “The Secret Drawer,” The Nation（30 May 1994）, 756.  

（15） 独ソ不可侵条約はデイヴィスが共産主義の大義を再考するきっかけとなり、彼女は党を去った。これよ

り先、夫は精神疾患を抱え自殺していた。Hope Hale Davis, Great Day Coming: A Memoir of the 1930s （South 

Royalton, Vt.: Steerforth Press, 1994 ）, 30 - 40, 66 - 69, 81, 98, 222, 331 - 332; Testimony of Herbert Fuchs, 

13 December 1955, “Investigation of Communist Infiltration of Governrnent,” U.S. Congress, House of 

Representatives, Committee on Un - American Activities, 84th Cong., 1st sess., part 1, 2955 - 3033. 

（16） 政府機関に対する操作についての文献資料は次を参照。Klehr, Haynes, and Firsov, The Secret World 

of American Communism, 96 - 106; Earl Latham, The Communist Controversy in Washington , 124 - 150. 

（17） Unsigned [William Dodd] to Mr. President, 19 October 1936, Archive of the Communist Party of 

the USA, RTsKhIDNI 515- 1- 4077. ドッドのほうの写しは次。box 49, William E. Dodd papers, Manuscript  Division, 

Library of Congress, Washington, D.C. “Excerpt of a Letter Enclosed to Judge Moore,” date- stamped 5 

January 1937, archive of the CPUSA, RTsKhIDNI 515 - 1- 4077. ブリットが「無害ではない」と書いてあるのは、

彼の反ソ態度のことである。彼はルーズベルトが1933年にソ連を承認してから初めての駐モスクワ米国大使であ

った。米ソ友好の熱心な支持者としてモスクワ勤務を始めたが、終える頃にはスターリンの外交を強く疑うよう

になっていた。ルーズベルトに近い助言者の中では最も強く反ソの声を上げた1人だった。 

（18） チェンバーズの「アメリカ共産党＝GRUネットワーク」については以下に詳述されている。Whittaker 

Chambers, Witness（New York: Random House, 1952）, Sam Tanenhaus, Whittaker Chambers: A Biography （New 

York: Random House, 1997）, and Allen Weinstein, Perjury; The Hiss - Chambers Case（New York: Random House, 

1997）, see particularly 115, 137, 204 - 211. 

（19） “Brief on the Work of the CPUSA Secret Apparatus.” 

（20） New York FBI memo, 10 February 1947, Comintern Apparatus file （FBI fi le 100 - 203581）, serial 

5392. 

（21） Baker biographical report, January 1939, Archive of the Dimitrov Secretariat of the Comintern, 

RTsKhIDNI 495- 74-472; “Brief on the Work of the CPUSA Secret Apparatus.” 汎太平洋労働組合書記局にお

けるベイカーの役割については、Klehr, Haynes, and Firsov,  The Secret World of American Communism, 59 - 60. 

（22） V1043/25/7/44; V1286/8/9/44. ベイカーは「ヴェノナ」通信文においてはカバーネーム《息子》での

み登場する。NSAと FBI の分析官は《息子》についての二つの通信文中の手がかりが少なく、身元を特定できな

かった。《息子》がベイカーであると特定する根拠は、ロシアのコミンテルン・アーカイブにあるコミンテルンと

アメリカ共産党の暗号通信（RTsKhIDNI 495- 184）で、モスクワの《兄》からアメリカの《父》と《息子》への十

数通の通信文である。これらの注釈には《兄》がディミトロフで、《父》がアール・ブラウダーとある。《息子》

はアメリカ共産党の秘密組織の長で、ベイカーが1938年中頃から引き継いでいた。ベイカーは1939年 1月にモ

スクワに来て、アメリカ共産党の秘密機関の長に就任したことについてコミンテルン高官に報告したが、それ以

前には《息子》へのコミンテルン通信はない。さらにいえば、1942年 5月、KGB対外諜報局長フィチン将軍から

ディミトロフへの通達文（RTsKhIDNI 495- 74- 484）には「ニューヨークからテレグラムが届き、これはルディか

らあなた宛てなので転送する」とあり、テレグラムには《息子》の署名がある。 

（23） Father and Son to Brother, “We discussed……,” 13 February 1940, and “Propose you again……,” 

undated, both in Archive of the Secretariat of the Executive Committee of the Communist Intern ational: 

coded correspondence with Communist parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 4（1939- 1940 file ）; Son to 



9 

 

Brother, 2 April 1942, RTsKhIDNI 495 - 184- 19（1942 files ）; Son to Brother with attached “Son Financial 

Statement for 1942,” Archive of the Dimitrov Secretariat of the Comintern, RTsKhIDNI 495 - 74- 480. 

（24） Son to Brother with attached “Son Financial Statement for 1942.” 

（25） Brother to Son and Earl, 2 September 1939, and Brother to Earl for Son, 15 September 1939, both 

in Archive of the Secretariat of t he Executive Committee of the Communist International: coded 

correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 8（1939 file ）.  

（26） Son to Brother with attached “Son Financial Statement for 1942.” 

（27） Father and Son to Brother, “We discussed . . . ,” 13 February 1940, and Son to Comintern, 22 

February 1940, both in Archive of the Secretariat of the Executive Committee of the Communist 

International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 4, 1939 - 1940 

file.   

（28） Brother to Earl, 15 September 1939, Archive of the Secretariat of the Executive Committee of 

the Communist International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 8

（1939 file ）.  

（29） Brother to Son, July 1942, Archive  of the Secretariat of the Executive Committee of the Communist 

International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 5（1942 file ）.  

（30） Son to Dimitrov, 19 April 1943, Archive of the Secretariat of the Executive Committe e of the 

Communist International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 7

（1943 file ）.  

（31） George Mink autobiographical statement, 29 April 1932, Archive of Personnel Files of the Comintern, 

RTsKhIDNI 495- 261- 1667. 

（32） “Comintern Apparatus Summary Report,” 15 December 1944, FBI Comintern Apparatus file, serial 

3702. 

（33） Brother to Son, 2 October 1941, Archive of the Secretariat of the Executive Committee of the 

Communist International: coded correspondence with Communis t Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 3

（1941 file ）.  

（34） Son to Brother with attached “Son Financial Statement for 1942.” 

（35） 記録された会話をFBIがまとめたものは、“Interlocking Subversion in Government Departments,” 

U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Sub committee to Investigate the Administration of the 

Internal Security Act and Other Internal Security Laws, 83d Cong., 1st sess., part 15, 1050 - 1051. ま

た、次も参照。Federal Bureau of Investigation,  Soviet Activities in the United States , 25 July 1946, Clark 

M. Cli fford papers, Harry S. Truman Library, Independence, Mo.; FBI memo on Nelson - Zubilin meeting, 22 

October 1944, Comintern Apparatus file, serial 3515; J. Edgar Hoover to Harry Hopkins, 7 May 1943, and 

CIA memorandum “COMRAP—Vassili M. Zubilin,” 6 February 1948, both reproduced in Robert Louis Benson 

and Michael Warner, eds., Venona: Soviet Espionage and the American Response, 1939 - 1957（Washington, D.C.: 

National Security Agency, Central Intelligence Agency, 1996 ）,49- 50, 105 - 115. 

（36） 宮城が矢野に徴募されたことについて日本の治安警察に語った供述は、以下に掲載。“Hearings on 

American Aspects of the Richard Sorge Spy Case,” U.S. Congress, House of Representatives, Committee on 

Un- American Activities, 82d Cong., 1st sess., 1190 - 1193. ゾルゲ・ネットワークでの宮城の役割については

次の議論も参照。Gordon W. Prange with Donald M. Goldstein and Katherine V. Dillon, Target Tokyo: The Story 

of the Sorge Spy Ring （New York: McGraw- Hill, 1984 ）; “The Case of Richard Sorge,” in  Covert Warfare , 

vol. 7, John Mendelsohn, ed. （New York: Garland, 1989 ）; and Chalmers Johnson,  An Instance of Treason: 

Ozaki Hotsumi and the Sorge Spy Ring （Stanford: Stanford University Press, 1990 ）.  

（37） Dimitrov to Browder, 21 September 1940, Archive of the Secretariat of the Executive Committee 

of the Communist International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 

495- 184- 15（1940 file ）.  
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（38） Hede Massing, This Deception （New York: Duell, Sloan and Pearce, 1951 ）, 164 - 178. マシングの

叙述を裏付けるKGB文書は次の中に引用されている。Weinstein, Perjury , 182 - 184.  

（39） Flora Lewis, Red Pawn: The Story of Noel Field （New York: Doubleday, 1965）.  

（40） Fitin to Dimitrov, 2 November 1942, Archive of the Secretariat of the Executive Committee of 

the Communist Internat ional: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 

495- 74- 485. 

（41） Brother to Earl, 13 September 1939, Archive of the Secretariat of the Executive Committee of 

the Communist International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 8

（1939 file ）.  

（42） FBI memorandum, “Existing Corroboration of Bentley’s Overall Testimony”; Elizabeth Bentley, 

Out of Bondage: The Story of Elizabeth Bentley （New York: Ivy Books, 1988 ）, 254 - 255, 327; Winston Burdett 

testimony,  29 June 1955, Hearings, Strategy and Tactics of World Communism, Recruiting for Espionage, 

U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee to Investigate the Administration of the 

Internal Security Act and Other Internal Security Laws, 84t h Cong., 1st sess., part 14, pp. 1324 - 1363. 

（43） Son [Rudy Baker] to Comintern, 22 February 1940, Archive of the Secretariat of the Executive 

Committee of the Communist International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, 

RTsKhIDNI 495- 184- 4（1939- 1940 file ）; New York FBI office mem orandum, 3 December 1945, serial 292; 

Washington FBI office memo, 1 November 1946, serial 464; Scheidt to Hoover, 31 January 1947, serial 1976, 

all in FBI Silvermaster file （FBI file 65 - 56402）.  

（44） V1221/26/8/44.  

（45） Rhodes background report, 16 November 1945, FBI Silvermaster file, serial 108.  

（46） Elizabeth Bentley FBI deposition, 30 November 1945, FBI file 65 - 14603. 

（47） Scheidt to Hoover, 3 June 1947, serial 2504; Rhodes interview report, 7 June 1947, serial 2583, 

both in FBI Silvermaster file.  

（48） Karl [Whittaker Chambers], “The Faking of Americans,” Herbert Solow papers, Hoover Institution 

on War, Revolution and Peace, Stanford University, Stanford, Calif.  

（49） Karl, “The Faking of Americans.” 

（50） Chambers, Witness, 355 -356; Karl, “The Faking of Americans.” 

（51） U.S. Department of State Passport Division brief on a conspiracy charge against World Tourists 

and the CPUSA, prepared in 1939 -1940 by Anthony J. Nicholas, reprinted in “Scope of Soviet Activity in 

the United States,” U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee to Investigate the 

Administration of the Internal Security Act, 85th Cong., 1st sess., appendix I, part 23 - A, A8, A84, A85, 

A87, A94, A102, A116, A117, A121, A124.  

（52） スペインで国際旅団に参加したアメリカ人数名がミンクを目撃している。KGB高官アレクサンドル・オ

ルロフが指揮する軍保安警察の将校だったという。いくつかの文献によると、1939年にソ連に亡命した国際旅団

参加者をスターリンが粛清したときに、ミンクもソ連で処刑あるいは投獄されたという。ミンクのその後の運命

については、Dorothy Gallagher, All the Right Enemies: The Life and Murder of Carlo Tresca （New Brunswick, 

N.J.: Rutgers University Press, 1988 ）, 158 - 161; Testimo ny of William C. McCuiston, 12 April 1940, 

“Investigation of Un-American Propaganda Activities in the United States,” U.S. Congress, House of 

Representatives, Special Committee on Un - American Activities, part 13, 7826 - 7828; Herbert Romerstein and 

Stanislav  Levchenko, The KGB Against the “Main Enemy”（Lexington, Mass.: Lexington Books, 1989 ）, 140.  

（53） Passport Division brief, A115 - A116. アイスラーの偽造パスポートを調達した際のジョセフソンの役

割については以下に詳述。 “Investigation of Un-American Propaganda Activities in the United States,” 

hearings of 6 February 1947, U.S. Congress, House o f Representatives, Committee on Un - American Activities, 

80th Cong., 1st sess., 14 - 19. 

（54） “Investigations of Un- American Propaganda Activities in the United States （Regarding Leon 
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Josephson and Samuel Liptzen）,” U.S. Congress, House of Representatives, Committee on Un - American 

Activities, 80th Cong., 1st sess., 5 and 21 March 1947.  

（55） FBI memorandum, “John Loomis Sherman Background and Personal History,” FBI file 65- 14920, 

serial 3221; Chambers,  Witness, 52 - 54, 290 - 310; Weinstein, Perjury , 99, 105 - 110, 17 1, 204, 281; Allen 

Weinstein, “Nadya: A Spy Story,” Encounter（June 1977）; Tanenhaus, Whittaker Chambers, 85 - 86, 89 - 90; 

William Crane FBI file 74 - 1333, serial 2706.  

（56） Passport Division brief, A80, A89 - 90; David Hornstein, Arthur Ewert: A Life for the Com intern

（Lanham, Md.: University Press of America, 1993 ）, 153 - 154, 244- 258. 

（57） Herbert Solow, “Stalin’s American Passport Mill,” American Mercury（July 1939）.  

（58） Alan Cullison, “How Stalin Repaid the Support of Americans,” Associated Press story, Washington 

Times（9 November 1997）; Chambers, Witness, 355 - 357, 399- 400; Weinstein, Perjury , 544n; Arnold Ikal 

suppression file, interrogation by NKVD [KGB], 8 January 1939. AP 通信記者アラン・カリソンがNKVDによ

るイカルの取り調べ関連の文書のコピーを見せてくれたことに感謝する。 

（59） Passport Division brief, A5 - A32.  

（60） このシステムの成功と行き過ぎについてのケーススタディ2件は、Carl H. Chris lock’s Watchdog of 

Loyalty: The Minnesota Commission of Public Safety During World War I （St. Paul: Minnesota Historical 

Society Press, 1991 ） および、（アメリカ保全連盟については）Joan M. Jensen, The Price of Vigilance （Chicago: 

Rand McNally, 1968）を参照。 

（61） FBI の前身の名称は、the Bureau of Investigation （1908〜1933 年）および、the Di vision of 

Investigation （1933年 6月〜1935年 7月）。 

（62） Roosevelt to the Secretary of State et al., 26 June 1939, President’s Secretary’s Files

（Confidential File ）, “State 1939-40,” box 9, Franklin D. Roosevelt Library, Hyde Park, New York, 

reproduced in Benson and Warner,  Venona, 13.  

（63） ここでの記述は、保安や防諜についてである。ルーズベルトは、ヨーロッパに関する対外情報収集の主

な責任を陸軍に、太平洋に関しては海軍に、西半球に関してはFBIに割り当てていた。しかしのちにOSSが創設

されると、この責任分担が混乱することになった。 

（64） Hoover memo, “Present Status of Espionage and Counter Espionage Operations of the Federal Bureau 

of Investigation,” 24 October 1940, attached to Hoover to Maj. Gen. Edwin Watson（secretary to the 

president ）, 25 October 1940, White House Official Files, “Justice Department—FBI Reports,” box 12, 

FDR Library, reproduced in Benson and Warner, Venona, 15 - 26. ドイツや日本のスパイ活動に対するアメリカ

の防諜については次を参照。 Frank J. Rafalko, ed.,  A Counterintelligence Reader , vol. 2, 

Counterintelligence in World War II （n.p.: U.S. National Counterintelligence Center, 1998）.  

（65） これらの人々に関する「ヴェノナ」通信文は以下。 

  ヒス：V1822/30/3/45.  

  ダッガン：V1025, 1035- 1936/30/6/43; V380/20/3/44; V744, 746/24/5/44; V916/176/44; V1015/22/7/44; 

V1114/4/8/44; V1251/2/9/44; V1613/18/11/44; V1636/21/11/44.  

  コー：V1243/31/8/44; V1838/29/12/44; V179- 180/25/2/45.  

  クレイマー：V588/29/4/44; V687/13/5/44; V1015/22/7/44; V1163/15/8/44. NSA とFBIの分析官は、《モグ

ラ》というカバーネームをもつ人物を特定できなかったが、《モグラ》が伝える内容とその当時のクレイマーの活

動はきわめて一致する。また、クレイマーを示す《プラム》というカバーネームが現れなくなってから、《モグラ》

が 登 場 し て い る 。 V3612/22/6/45; V3640/23/6/45; V3655/25/6/45;  V3706/29/6/45; V3709/29/6/45; 

V3710/29/6/45.  

  アプト：V588/29/4/44; V687/13/5/44.  

  フォルコフ：V429/23/10/43; V450/1/11/43; V55/8/2/44; V101/5/3/44; V117/11/3/44; V136/2/4/45; 

V138/3/4/45; V143/6/4/45; V172/18/4/45; V238, 239/7/5/45; V266/18/5/45; V310/9/6/45; V 320/12/6/45; 

V69/20/2/46.  
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  カリー：V928/30/6/43; V1317/10/8/43; V1431/2/9/43; V900/24/6/44; V1243/31/8/44; V1463/14/10/44; 

V1634/20/11/44; V143/15/2/45; V253/20/3/45.  

  ホワイト：V590/29/4/44; V1119- 1121/4- 5/8/44; V1251/2/9/44; V1271 - 1274/7/9/44; V1388 - 1389/1/10/ 44; 

V1634/20/11/44; V79/18/1/45; V83/18/1/45; V248/19/3/45; V292/29/3/45; V328/6/4/45; V230/4/5/45; 

V235- 236/5/5/45; V259/13/5/45; V312/8/6/45.  

（66） これらの人々のスパイ活動の典拠は以下。ウェイドレイ：Weinstein,  Perjury , 57, 102 - 103, 137,172, 

204- 206, 225, 228, 247, 293, 346, 466, 515. レノ：Weinstein, Perjury , 206, 209 - 11, 214, 279. フィール

ド：本章註38および39参照。 

（67） バーリの日記（1939年 9月 2日付）。次に引用。Weinstein, Perjury , 58. バーリがチェンバーズと会

ったときにとった記録は次にも掲載。 “Interlocking Subversion in Government Departments,” 6 May 1953, 

part 6, 329 - 330. レヴァインによる会談記録は the Chambers file of the Isaac Don Levine Papers, Emory 

University Library, Atlanta, Ga.  

（68） Joseph Lash, Dealers and Dreamers, 442.  

（69） バーリ、チェンバーズ、FBIの接触の年譜は、Ladd to Hoover, 29 December 1948, reproduced in Benson 

and Warner, Venona, 121 - 128. 

 

 第四章 

（１） コミンテルン文書に残るジェイコブ・ゴロスの経歴調査票はゴロス自らが用意したもので、日付はない

が1927年以降に書かれたものであると考えられる。Archives of Personnel Files of the Comintern, RTsKhIDNI 

495- 261- 466; Elizabeth Bentley, Out of Bondage: The Story of Elizabeth Bentley （New York: Ivy Books, 1988 ）, 

143- 144; Anthony Cave Brown and Charles B. MacDonald, On a Field of Red: The Communist International and 

the Coming of World War II （New York: Putnam,1981）, 340 - 342, 345. ゴロスの生まれたときの名を、「ラー

シン」とするものも時折ある。ゴロスについての1946年のFBIの調査報告書には、彼のシベリア送りと1916年

から1918年に日本経由で逃亡したことが書かれてあるが、時期については誤りであると思われる。おそらくもっ

と早い時期である。New York Field Office report, 7 January 1946, FBI Silvermaster file （FBI file 65 - 56402）, 

serial 420.  

（２） 1919年から 1923年にソ連にいたということを支持する証拠の間接的（そして不確定）な断片は、クズ

バス自治工業コロニー（団地）からコミンテルンへの1928年の手紙である。このコロニーは1920年代初めにシ

ベリアのクズバス地域に設立され、炭鉱と関連する工業プロジェクトから成り立っていた。この工業プロジェク

トには、アメリカの技術を新たな社会主義国家へもたらそうとしたアメリカ人の急進派が参加した。手紙はプロ

ジェクトが新しい管理者を必要としていると述べ、アメリカとロシアの両方の状況を知っているとして、ゴロス

をコミンテルンが考慮することを提案している。ひょっとしたらこの手紙は、1920年代初めに彼がソ連におり、

それどころかクズバスのプロジェクトに関わっていたことを示すものかもしれない。彼がベントリーに語った話

には、彼がシベリアで炭坑にいたことが含まれていた。L. J. Rutgers  to Comintern, 8 October 1928, Archive 

of the Communist Party of the USA, RTsKhIDNI 515 - 1- 507. 

（３） ジェイコブ・ゴロスがのちにベントリーに語ったところによると、ベイヤーはソ連軍情報部（GRU）が

形成するネットワークの一員であった。このことは「ヴェノナ」によって確認されている。「ヴェノナ」の中で三

つのGRUの通信文が、《サイモン》というカバーネームとしてGRUの情報源であったベイヤーに言及している。ベ

イヤーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1169/19/7/43; V1258- 1259/31/7/43; V1350/17/8/43.  

（４） FBI interview with John Reynolds, 7 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2503.  

（５） V1673 /30/11/44; V1802/21/12/44.  

（６） Elizabeth Bentley deposition, 30 November 1945, FBI file 65 - 14603; Bentley, Out of Bondage, 108, 

176- 177. 

（７） ローズ・アレナルはのちにベントリーの話を認めた。FBI memorandum, “Existing Corroboration of 

Bentley’s overall Testimony,” 6 May 1955, FBI Silvermaster file, serial 4201. 

（８） プライスに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V868/8/6/43; V1065/28/7/44.  
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（９） アフメーロフの経歴を以下に簡単にまとめる。 

  イスハク・アブドゥロヴィッチ・アフメーロフ：タタール系ソ連人。1919年にボリシェヴィキ党に加わる。

東方勤労者共産主義大学を経て、第一国立大学（モスクワ国立大学）の国際関係学院を1930年に卒業する。同年、

KGBに入り、中央アジアでの反ソ運動の取り締まりに参加する（1930年～31年）。1932年、KGBの対外諜報部門

に配属され、トルコのソ連大使館勤務を経て、34年に非合法工作員として中国に駐在。翌 35年、偽造書類によ

ってアメリカに入国。1942年から 45年まで、アメリカの KGB非合法局の長を務める。1945年の終わり頃か 46

年の初めにソ連に帰国し、KGBの非合法活動セクションの次長となる。大佐に昇進し、赤旗勲章（2度）、栄誉勲

章、栄誉チェキスト勲章を授与された。 

  アフメーロフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V812/29/5/43; V846/3/6/43; V871/8/6/43; V925/16/6/43; 

V958/21/6/43; V991/24/6/43; V1000/24/6/43; V1025, 1035 - 103630/6/43; V2013/11/12/ 43; V278/23/2/44; 

V283/24/2/44; V380/20/3/44; V588/29/4/44; V687/13/5/44; V769, 771/30/5/44; V776/31/5/44; V854/16/6/44; 

V918/28/6/44; V928/1/7/44; V973/11/7/44; V975/11/7/44; V1009/19/7/44; V1052/26/7/44; V1065/28/7/44; 

V1114/4/8/44; V1155/12/8/44; V1208/ 23/8/44; V1215/25/8/44; V1388, 1389/1/10/44; V1393/3/10/44; V1442, 

1447/11/10/44; V1463/14/10/44; V1465/14/10/44; V1481 - 1482/18/10/44; V1613/18/11/44; V1634/20/11/44; 

V1635/21/11/44; V1636/21/11/44; V1691/1/12/44; V1757/14/12/44; V1791/20/12/44; V1798/20/1 2/44; 

V1803/22/12/44; V1818/26/12/44; V1824/27/12/44; V12, 13, 15, 16/4/1/45; V14/4/1/45; V18 - 19/4/1/45; 

V21/8/1/45; V26/8/1/45; V50/11/1/45; V71/17/1/45; V79/18/1/45; V82/18/1/45; V143/15/2/45; V179, 

180/25/2/45; V195/3/3/45; V221/11/3/45; V248/19/3/45; V 253/20/3/45; V292/29/3/45; V328/6/4/45; 

V337/8/4/45; V1822/30/3/45. 最後の解読文に登場する《Ａ》は、アフメーロフの当時のカバーネームである《ア

ルバート》のイニシャルであると考えられる。 

（10） V1065/28/7/44.  

（11） Don S. Kirschner,  Cold War Exile: The Unclosed Case of Maurice Halperin （Columbia: University 

of Missouri  Press, 1995）, 130 - 131, 314- 316. 

（12） V887/9/6/43; V921 - 922, 924/16/6/43; V931/17/6/43; V1019, 1021, 1024, 1034/29/6/43; 

V1106/8/7/43; V1162/17/7/43; V1189/21/7/43. また、Hayden B. Peake, “OSS and the Venona Decrypts,” 

Intelligence and National Security  12, n o.3（July 1997）も参照のこと。 

（13） ハルパリンに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V880/8/6/43; V887/9/6/43; V921, 922, 924/16/6/43; 

V931/17/6/43; V993/24/6/43; V1019, 1021, 1024, 1034/29/6/43; V1106/8/7/43; V1162/17/7/43; V1189/21/7/43; 

V206/10/2/44; V611/3/5/44; V694/16/5/44; V748/26/5/4 4; V993/13/7/44; V1214/25/8/44; V1325, 

1326/15/9/44; V1333/18/9/44; V1437/10/10/44; V1438/10/10/44; V1453/12/10/44; V1484/19/10/44; 

V954/20/9/44.  

（14） Kirschner, Cold War Exile , 76 - 77, 86 - 94, 98 - 104. 

（15） FBI report, 29 May 1947, FBI Silvermaster file, ser ial 2540; FBI report, 7 June 1947, FBI 

Silvermaster file, serial 2583; Kirschner, Cold War Exile , 282 - 288. 

（16） Kirschner, Cold War Exile , 272, 324.  

（17） Washington Field Office report, “Re: Lt. Col. Duncan C. Lee,” 28 January 1946, FBI Silvermaster 

File.  

（18） Bentley deposition.  

（19） Bentley deposition.  

（20） ヒトラーは同盟国ハンガリーが降伏を考えていることをかぎつけ、1944年 10月にドイツ軍はハンガリ

ーを占領して同政府を直接の統制下に置き、ハンガリーで密約について交渉していたOSSのエージェントたちを

投獄した。リーによって「スパロウ・ミッション」に注意を向けられたソ連が、ハンガリーとバルカンを自らの

支配下に置くために、故意に情報をナチスに漏らしたのではないかという疑いを、このミッションの立案者の一

人であるアーサー・ゴールドバーグ（戦後、アメリカの最高裁判事や労働長官などを歴任）はもっていた。ロバ

ート・ゴールドバーグが父親の疑いについて行った調査内容を参照させてくれたことに感謝する。 

（21） Duncan Lee interview report, 4 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2530. ロバート・ゴー
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ルドバーグの指摘により、我々はリー夫妻の新婚旅行について注目した。 

（22） リーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V782/26/5/43; V 880/8/6/43; V887/9/6/43; V830/9/6/44; 

V1325- 1326/15/9/44; V1354/22/9/44 （この電文にはリーの名前は言及されていないが、V1325- 1326の続きとな

る内容である）; V1353/23/9/44; V1437/10/10/44; V954/20/9/44.  

  また、解読できていない箇所もあるV726- 729/22/5/42 で、KGBはソ連に主な関心をもつOSSの各セクション

について報告し、リーという名前に言及している。このリーとは、ダンカン・リーであると思われる。この電文

の送られた時期は、ちょうどダンカン・リーがOSSに入ろうとしていた頃で、すでにメアリー・プライスを通じ

てゴロスと連絡をとっていた頃でもあった。 

（23） V782/26/5/43.  

（24） Bentley, Out of Bontage , 182.  

（25） V1325- 1326/15/9/44.  

（26） V1354/22/9/44. NSAは、ドナルド・ウィーラーの名前を除いて、この通信文にある共産主義者たちやソ

連の情報源となっていた多くの人々の名前を隠そうとし、黒塗りにしたまま公開している。これは、歴史研究に

対する深刻な妨害といわなければならない。 

（27） V954/20/9/44.  

（28） Testimony of Julius J. Joseph, 26 April 1953, “Interlocking Subversion in Government 

Departments,” U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee to Investigate the 

Administration of the Internal Security Act and Other Internal Security Laws, 83d Cong., 1st sess., part 

10, 605 -621; FBI memo, “Underground Soviet Espionage Organization（NKVD） in Agencies of the United States 

Government,” enclosed with D. M. Ladd to Director, 21 February 1946, serial 573, Hottel to Director, 

13 January 1947, serial 2034, and Hottel to Hoover, 17 November 1947, serial 3009, all in FBI Silvermaster 

file.  

（29） Bentley deposition; ジュリアス・ジョセフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V880/8/6/43; 

V1454/13/10/44; V1464/14/10/4 4. ベラ・ジョセフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V880/8/6/43. ベラがカ

バーネーム《同僚》（カリーグ）であることを特定したのは、Weinstein and Vassiliev, The Haunted Wood であ

る。 

（30） Julius Joseph testimony, 26 May 1953, “Interlocking Subversion in Government Departments,” 

part 10, 615.  

（31） V1464/14/10/44. セイロンでKGBが彼女と接触できたのかどうかはわからない。 

（32） Bentley deposition; Bentley, Out of Bondage, 139 - 140. 

（33） Cedric Belfrage interview, 8 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2522; Cedric Belfrage 

statement, 3 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2583.  

（34） ベルフレイジに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V592/29/4/43; V725/19/5/43; V810/29/5/43; 

V952/21/6/43; V974/22/6/43; V1430/2/9/43; V1452/8/9/43.  

（35） Cedric Belfrage,  The Frightened Giant: My Unfinished Affair with America （London: Secker and 

Warberg, 1957） and The American Inquisition , 1945 - 1960（Indianapolis: Bobbs - Merrill, 1973 ）.  

（36） Bentley deposition.  

（37） Bentley, Out of Bondage, 138 -139; Bentley deposition; OSS report, secret, “Spain, Communist 

Party of Catalonia,” 8 July 1943, archives of the Dimitrov Secretariat of the Comintern, RTsKhIDNI 

495- 74- 481; Ladd memo on Mary Price interview, 18 April 1947, FBI Silvermaster file, serial 2340. テ

ニーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V756/27/5/44; V769 and 771/30/5/44; V940/4/7/44; V1118/4/8/44; 

V1352/23/9/44. テニーが《ミューズ》であることは、Weinstein and Vassiliev,  Haunted Wood が 1999年に出

版されるまで特定されなかった。 

（38） Strickland memo on Tenney, 6 June 1946, FBI Silvermaster file, serial 1195; Ladd to Director 

15 January 1947, FBI Silvermaster file, serial 2081.  

（39） Scheidt to Hoover, 12 February 1947, FBI Silvermaster file, serial 2470; La dd to Hoover, 6 June 
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1947, FBI Silvermaster file, serial 2547; Bentley,  Out of Bondage, 209 - 210. 

（40） Bentley deposition; Earl Latham, The Communist Controversy in Washington: From the New Deal to 

McCarthy（Cambridge: Harvard University Press,1966 ）, 306 - 307.  

（41） Michael Greenberg interview, 7 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2583.  

（42） 米州諸国問題調整局におけるミラーの部下の1人であったチャールズ・フレイトーもソビエトのエージ

ェントであったことを、ミラーとグレッグのどちらも知らなかった。 

（43） FBI report on Joseph Gregg, 11 March 1946, FBI Silvermaster file, serial 674.  

（44） FBI memo on Robert Talbott Miller Ⅲ, 24 January 1948, FBI Silvermaster file, serial 3058; Robert 

T. Miller interview, 21 April 1947, FBI Silvermaster file, serial 2349.  

 

 第五章 

（１） パーロに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V588/29/4/44; V687/13/5/44; V769, 771/30/5/44; 

V1003/18/7/44; V1015/22/7/44; V1214/25/8/44; V79/18/1/45; V1824, 1825/30/3/45; V3707/29/6/45; 

V3708/29/6/45; V3713, 3715/29/6/45.  

（２） ベントリーは、3 月の雨の日曜日であったこと以外、会合の日時をはっきりと憶えていない。当時は、

術後療養で休暇中であったハリー・マグドフが、戦時工業生産委員会へ復帰しようとしていた頃で、彼もこの会

合の参加者の1人であったことをベントリーは憶えていた。マグドフが1月10日から3月 7日までの間、胆嚢手

術の病気療養をとっていたことと、2月25日と3月5日のニューヨークがともに雨だったことを、FBIはつきと

めた。FBIは、3月5日が最も可能性が高いとみた。Elizabeth Bentley FBI deposition, 30 November 1945, FBI 

file 65 - 14603; Elizabeth Bentley, Out of Bondage: The Story of Elizabeth Bentley （New York: Ivy Books, 

1988）,  163- 165; New York FBI memo, 16 January 1947, FBI Silvermaster file （FBI file 65 - 56402）, serial 

1936. 

（３） V588/29/4/44; V687/13/5/44; V769 and 771/30/5/44.  

（４） この10人のうち、「ヴェノナ」文書に登場する者とその通信文を挙げておく。 

  ジョン・アプトに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V588/29/4/44; V687/13/5/44.  

  ヴィクター・パーロに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註1を参照。 

  チャールズ・クレイマーについては、第三章註65を参照。 

  エドワード・フィッツジェラルドに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V588/29/4/44; V687/13/5/44; V769, 

771/30/5/44; V179, 180/25/2/45.  

  ハリー・マグドフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V629/5/5/44; V687/13/5/44; V769, 771/30/5/44; V179. 

180/25/2/45.  

  Weinstein and Vassiliev, The Haunted Wood の中で、《タン》がマグドフであると特定された（訳註：マグ

ドフのカバーネームは、《タン》と《カント》の二つある）。 

  ドナルド・ウィーラーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V769, 771/30/5/44; V1325, 1326/15/9/45; 

V1354/22/9/44; V1388, 1389/1/10/44; V954/20/9/44.  

  ハロルド・グラッサーに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註24を参照。 

  アラン・ローゼンバーグに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1810/23/12/44.  

（５） Testimony of Herbert Fuchs, “Investigation of Communist Infiltration of Government”; Testimony 

of Allan Rosenberg, 21 February 1956, “Investigation of Communist Infiltration of Government,” U.S. 

Congress, House of Representatives, Committee on Un - American Activities, 84th Cong., 2nd sess., part 4, 

3300- 3307; Earl Latham, The Communist Controversy in Washington: From the New Deal to McCarthy （Cambridge: 

Harvard University Press, 1966 ）, 121 - 131. 

（６） Jane Foster,  An Un- American Lady（London: Sidgwick and Jackson, 1980 ）, 105.  

（７） このアフメーロフの電文については、以下から引用。Allen Weinstein, Perjury: The Hiss - Chambers Case

（New York: Random House, 1997）, 184.  

（８） “Report Peters, Joseph...,” 15 October 1947, Archive of Personnel Files of the Comintern, 



16 

 

RTsKhIDNI 495- 261- 5584. 

（９） Bolshakov to Dimitrov, 5 May 1943, Archive of the Dimitrov Secretariat of the Comintern, RTsKhIDNI 

495- 74- 486から引用。 

（10） Ilichev to Dimitrov, 5 March 1943, Archive of the Dimitrov Secretariat of the Comintern,  RTsKhIDNI 

495- 74- 486. イリチェフ将軍はGRU長官である。 

（11） V588/29/4/44 

（12） その他に、《ストーム》がピーターズである可能性を強めるものとして、ジョン・アプトとの関係があ

る。「パーロ・グループ」が、ベントリーと彼女の「アメリカ共産党＝KGBネットワーク」へ組み込まれる前の1943

年末に、FBIは、グループの仲介人であったアプトの調査を開始した。その調査の結果、1944年初めの数か月に

アプトとアレクサンダー・スティーヴンズと知られる男が頻繁に接触していることが判明した。アレクサンダー・

スティーヴンズは、ジョセフ・ピーターズが使った偽名の一つである。New York FBI report, 9 April 1944, John 

Jacob Abt FBI file 100 - 236194, serial 6.  

（13）V588/29/4/44 

（14）Fitin to Dimitrov, 28 - 29 September 1944, Archive of Dimitrov Secretariat of the Comintern, RTsKhIDNI 

495- 74- 485. 

（15）Bentley, Out of Bondage, 184. このグロモフの発言は、あくまでベントリーが自らの記憶をもとに再構成

したものであることを留意されたい。 

（16） V1388- 1389/1/10/44  

（17） バーナードと米共産党の秘密の関係および彼が数十年後に公然と共産党員として再登場したことにつ

いては以下を参照。John Earl Haynes, Dubiouse Alliance: The Making of Minnesota’s DFL Party（Minneapolis:  

University of Minnesota Press, 1984 ）, 29, 37, 55, 59, 224n.  

（18） Charles Kramer testimony, 6 May 1953, “Interlocking Subversion in Government Departments,” 

Subcommittee to Investigate the Administration of the Internal Security Act and Other Internal Secu rity 

Laws, U.S. Senate Committee on the Judiciary, 83d Cong., 1st sess., part 6, 327 - 381. 1930 年代末以降、

パターソンは慎重にアメリカ共産党と連携していた。Harvey Klehr, The Heyday of American Communism: The 

Depression Decade（New York: Basic Books, 1984 ）, 271 - 272, 403.  

（19） John Snyder t o H. L. Lurie, 26 December 1947, reproduced in “Interlocking Subversion in 

Government Departments,” part 2, 100. 

（20） V769/30/5/44; V771/30/5/44.  

（21） Ladd to Director, 1 May 1947, serial 2380, memo on Glasser interview, 13 May 1947, serial 2429, 

both in F BI Silvermaster file; Glasser testimony, 14 April and 2 June 1953, “Interlocking Subversion 

in Government Departments,” part 2, 53- 100. 

（22） Whittaker Chambers, Witness（New York: Random House, 1952）, 430.  

（23） Weinstein, Perjury , 326 - 327. 《アレス》がアルジャー・ヒスであることについては本書第六章を参

照。 

（24） この二つの「ヴェノナ」文書を含め、グラッサーに言及しているものは以下である。V1195/21/7/43; 

V1206/22/7/43; V588/29/4/44; V769/30/5/44; V771/30/5/44; V79/18/1/45; V179 - 180/25/2/45; V1759/28/3/45; 

V3598/21/6/45; V3600/21/6/45; V3645/23/6/45; V3688/28/6/45.  

（25） Bentley depos ition.  

（26） V1759/28/3/45.  

（27） コー、ウルマン、ホワイトの署名があるグラッサーの昇進に関する書類および職務評価表の写しは、

“Interlocking Subversion in Government Departments,” part 2, 81- 82, 98 - 99.において見ることができる。 

（28） Hottel to Hoover, 14 January 1947, FBI Silvermaster file, serial 2028.  

（29） Edward Fit zgerald testimony, Harry Magdoff testimony, 1 May 1953, “Interlocking Subversion in 

Government Departments,” part 5, 241-326; Perlo testimony, “Hearings Regarding Communist Espionage in 

the United States Government,” U.S. Congress, House of Representatives, Committee on Un - American 
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Activities, 80th Cong., 2nd sess., 699 -700; Victor Perlo, “Imperialism―New Features,” Political 

Affairs （May 1981）, 3; Victor Perlo, “Reply to Herbert Aptheker,” Political Affairs （June 1992）, 26.  

（30） グレゴリー・シルバーマスターに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V678- 682/14/5/42; 

V746- 748/25/5/42; V763 - 765/27/5/42; V833/10/6/42; V732, 735/21/5/43; V794 - 799/28/5/43; V888/9/6/43; 

V977/22/6/43; V1017, 1022/29 - 30/6/43; V1057/3/7/43; V1176, 1177, 1178/20/7/43; V1189/21/7/43; 

V1431/2/9/43; V278/23/2/44; V588/29/4/44; V655/9/5/44; V687/13/5/44; V827/7/6/44; V918/28/6/44; 

V927/1/7/44; V973/11/7/44; V1003/18/7/44; V1155/12/8/44; V1243/31/8/44; V1388, 1389/1/10/44; 

V1463/14/10/44; V1469/17/10/44; V1481 - 1482/18/10/44; V1483/18/10/44; V1508/23/10/44; V1606/16/11/44; 

V1619- 1620/20/11/44; V1634/20/11/44; V1635/21/11/44; V1691/1/12/44; V1751 - 1753/13/12/44; V1787, 

1788/19/12/44; V1789/19/12/44; V1798/20/12/44; V1821/26/12/44; V12, 13, 15, 16/4/1/45; V14/4/1/45; 

V21/8/1/45; V55/15/1/45; V71/17/1/45; V79/18/1/45; V82/18/1/45; V83/1 8/1/45; V205/10/2/45; 

V143/15/2/45; V173/22/2/45; V179, 180/25/2/45; V186/2/3/45; V195/3/3/45; V248/19/3/45; V253/20/3/45; 

V268/24/3/45; V292/29/3/45; V328/6/4/45; V336/8/4/45; V337/8/4/45.  

  ヘレン・シルバーマスターに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1508/23/10/44; V1635/21/11/44; V12 , 13, 

15, 16/4/1/45; V337/8/4/45.  

  ウィリアム・ウルマンに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V928/30/6/43; V1081/6/7/43; V278/23/2/44; 

V590/29/4/44; V656/9/5/44; V927/1/7/44; V1122/8/8/44; V1214/25/8/44; V1243/31/8/44; V1251/2/9/44; V1325, 

1326/15/9/44; V1388, 1389/1/10/44; V1481 - 1482/18/10/44; V1634/20/11/44; V1721 - 1728/8/12/44; 

V1822/27/12/44; V1836/29/12/44; V12, 13, 15, 16/4/1/45; V71/17/1/45; V210/10/2/45; V211 - 212/10/2/45; 

V289/28/3/45; V328/6/4/45. また、V1751- 1753/13/12/44 の中で議論されている文書を盗み出したのは、名前は

出てこないもののウルマンであると考えられる。この点については以下を参照。Robert Louis Benson and Michael 

Warner, eds., Venona: Soviet Espionage and the American Response, 1939 - 1957（Washington, D.C.: National 

Security Agency, Central Intelligence Agency, 1996 ）, xxi.  

  ジョージ・シルバーマンに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V928/30/6/43; V1057/3/7/43; V1081 /6/7/43; 

V1317/10/8/43; V1243/31/8/44; V1463/14/10/44; V12, 13, 15, 16/4/1/45.  

  フランク・コーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1243/31/8/44; V1838/29/12/44; V179 - 180/25/2/45.  

  ウィリアム・ゴールドに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V12, 13, 15, 16/4/1/45; V18 - 19/4/1/45.  

  ソニア・ゴールドに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V918/28/6/44; V12, 13, 15, 16/4/1/45; V79/18/1/45.  

  ラフリン・カリーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V928/30/6/43; V1317/10/8/43; V1431/2/9/43; 

V900/24/6/44; V1243/31/8/44; V1463/14/10/44; V1634/20/11/44; V143/15/2/45; V253/20/3/45.  

  ソロモン・アドラーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V14/4/1/45. 《サックス》がアドラーのカバーネ

ームであることは、Allen Weinstein and Alexander Vassiliev, The Haunted Wood: Soviet Espionage in America

－The Stalin Era （New York: Random House, 1999）の中で明らかにされた。 

  ハリー・デクスター・ホワイトに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V590/29/4/44; V1119- 1121/4- 5/8/44; 

V1251/2/9/44; V1271- 1274/7/9/44; V1388- 1389/1/10/44; V1634/20/11/44; V79/18/1/45; V83/18/1/45; 

V248/19/3/45; V292/29/3/45; V328/6/4/45; V230/4/5/45; V235 - 236/5/5/45; V259/13/5/45; V312/8/6/45.  

（31） V2011/11/12/43.  

（32） V1469/17/44. 

（33） Real estate ad for 5515 30th Street, N.W., Washingto n, D.C., Washington Star（3 May 1947）.  

（34） Kenneth Rexroth,  An Autobiographical Novel （Santa Barbara, Calif.: Ross - Erikson, 1978 ）, 278 - 279. 

FBIシアトル支局は1922年にシルバーマスターが共産党員であることを特定した。Silvermaster background memo, 

16 November 1945, FBI Silvermaster file, Serial  26x1. 

（35） パターソンはトルーマン政権下で陸軍長官になった。 

（36） File card of Patterson contacts in regard Silvermaster, box 203, Robert P. Patterson papers, 

Library of Congress; General Bissell to General Strong, 3 June 1942, Silvermaster reply to Bissell memo, 

9 June 1942, all  reprinted in “Interlocking Subversion in Government Departments,” 30 August 1955, 84th 
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Cong., 1st sess., part 30, 2562 - 2567; Lauchlin Currie testimony, 13 August 1948, U.S. Congress, House 

of Representatives, Committee on Un - American Activities, 80th Cong ., 2nd sess., 851 - 877. ボールドウィ

ンが共産党の秘密党員であったことについては以下を参照。John Gates to Joseph Starobin, undated, box 10, 

folder 2, Philip Jaffe papers, Emory University Library, Atlanta, Ga.  

（37） Ladd to Hoover, 12 December 1945, FBI Silvermaster file, serial 235.  

（38） Paul Appleby to L. C. Martin and J. Weldron Jones, 23 March 1944, reprinted in “Interlocking 

Subversion in Government Departments,” part 30, xii. 

（39） V1388- 1389/1/10/44.  

（40） V12, 13, 15, 16/4/1/45.  

（41） ヘレン・シルバーマスターに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。Helen Silverma ster 

interview report, 21 April 1947, FBI Silvermaster file, serial 2349.  

（42） V1635/21/11/44. シルバーマスターが受け取った褒賞はこれだけではない。彼は一時期、モスクワにあ

るKGBの秘密の殿堂で称揚された唯一のアメリカ国民であった。 

（43） グレゴリー・シルバーマスターに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（44） ウルマンに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（45） Ladd to Hoover on White interview, 5 September 1947, FBI Silvermaster file, serial 2787; Ullmann 

interview report, 21 April 1947, FBI Silvermaster file, serial 2349.  

（46） Hope Hale Davis, “Looking Back at My Years in the Party,” New Leader（11 February 1980）.  

（47） Chambers, Witness; Weinstein,  Perjury , 190 - 191. 

（48） シルバーマンに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（49） Malcolm Hobbs, “Confident Wallace Aides Come Up with Startling Cabinet Nations,” Overseas News 

Service dispatch, 22 April 1948, reprinted in “Interlocking Subversion in Government Departments,” part 

30, 2529- 2530. 

（50） Bentley, Out of Bondage, 113.  

（51） Harvey Klehr and Ronald Radosh, The Amerasia Spy Case: Prelude to McCarthism （Chapel Hill: 

University of North Carolina Press, 1996 ）, 21 - 22, 37, 197, 159, 171 - 172. Mao Tse- tung and Chou En- lai 

to Dimitrov, 19 August 1940, Archive of the Secretariat of the Executive Committee of the Communist 

International: coded correspondence with Communist Parties （1933- 1943）, RTsKhIDNI 495- 184- 15, 1940 file.  

（52） ホワイトに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（53） V235- 236/5/5/45.  

（54） V1634/20/11/44.  

（55）「ヴェノナ」電文に出てくるホワイトのカバーネームは、最初は《ジュリスト》（法学者）、次に《ローヤー》

（法律家）、最後は《リチャード》であった。 

（56） V1119- 1121/4- 5/8/44. コルソフは KGBニューヨーク支局もしくはワシントン支局に属する普通のオフ

ィサーとは考えられない。おそらくコルソフはアメリカに派遣されたソ連代表団の地位の高い外交官を装ってい

たので、疑われることもなくホワイトのような高官と会うことができたのであろう。 

（57） Insert of 9 May 1945, Morgenthau Diary（China）, vol. 2, hearing of 5 February 1965, U.S. Congress, 

Senate, Subcommittee to Investigate the Administration of the Internal Security Act and Other Internal 

Security Laws, 8 9th Cong., 1st sess., 1043.  

（58） 退官したKGB諜報官のウラジーミル・パヴロフは、ホワイトは自覚をもってソ連のために働くエージェ

ントではなく、はっきりとした自覚をもたずにソ連に協力していたエージェントであったとする。パヴロフは

1941年のホワイトとの面会について書いたものの中で、KGBの指令によるこの面会の目的は、日本の矛先をソ連

に向けさせないために、ホワイトを使ってアメリカの対日姿勢を強硬にさせるためであったとしている。パヴロ

フはホワイトがスパイであったということを否定し、ホワイトはイスハク・アフメーロフを通じてKGBと接触し、

会合自体は財務省にいたソ連スパイが手配したと述べている。V. Pavlov, “The Time Has Come to Talk about 

Operation ‘Snow,’ ” Novosti razvedki i kontrrazvedki （ニューズ・オブ・インテリジェンス・アンド・カ
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ウンターインテリジェンス、モスクワ、ロシア語）, nos. 9 - 10 and 11- 12, 1995. パヴロフはオタワのソ連大使

館の二等書記官をカバーとして、1942年から46年の間、カナダにおけるKGB主任諜報官であった。パヴロフは、

ホワイトに関するこの工作の詳細などについてははっきりとは書いていないし、意図的に偽りを述べていると思

われる箇所もある。パヴロフが書いた記事は過去のインテリジェンスにおける成功を称賛するために現代ロシア

の対外諜報庁（SVR）が認可を与えたものなのである。ホワイトを使ってアメリカの対日政策を強硬にし、日本に

北進ではなく南進をさせてアメリカと戦わせることで、KGBはソ連を二正面戦争の危機から救ったということを

パヴロフの記事は描いている。これはたしかにホワイトの影響力を誇張しているが、1941年半ば以降にモーゲン

ソー財務長官ら政府高官たちが日本に対する姿勢を議論したとき、ホワイトはモーゲンソーに彼の対日強硬姿勢

を支持する覚書を送っている。本書第十章で議論するチコフの記事と同様に、噓と真実が入り混じった内容によ

ってパヴロフの信頼性は不確かである。 

（59） コーに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（60） Frank Coe testimony, 13 August 1948, “Hearings Regarding Communist Espionage in the United States 

Government,” U.S. Congress, House of Representatives, Committee on Un- American Activities, 80th Cong., 

2nd sess., 914 - 928; Frank Coe interview, 4 June 1947, FBI Silvermaster file, serial 2530; Benjamin Mandell 

report on Frank Coe, 12 November 1953, “Interlocking Subversion in Government Departments,” part 16, 

1073; Robert Alden, “Frank Coe Lauds Red China’s Work,” New York Times（21 February 1959）, 4.  

（61） Solomon Adler interview, 19 December 1947, FBI Silvermaster file, serial 3030; Robert Morris 

statement, 18 November 1953, “Interlocking Subversion in Government Departments,” part 16, 1163- 1165. 

（62） Sidney Rittenberg and Amanda Bennett, The Man Who Stayed Behind（New York: Simon and Schuster, 

1993）, 251; Selected Shanghai Culture and History Materials （in Chinese ）, issue 43, April 1983, Shanghai 

People’s Press; Chen Hansheng, Sige shidai de wo （陳翰笙『四個時代的我』）（Beijing: Chinese Culture  and 

History Press, 1988 ）. 我々著者たちは、これら二つの中国語資料の存在を教えてくれたマオチュン・ユー教授

に感謝する。 

  アメリカが中華人民共和国と国交を結んだとき、アドラーは米国籍の回復を申し立て、受理された。 

（63） このテーマに関する学術書としては次のものがある。Anthony Kubek, How the Far East Was Lost: 

American Policy and the Creation of Communist China, 1941 - 1949（Chicago: Regnery, 1963 ）.  

（64） Chambers, Witness, 468; Berle’s notes, reproduced in “Interlocking Subversion in Government 

Departments,” 6 May 1953, part 6,329- 330. 

（65） カリーに関する「ヴェノナ」通信文については、本章註30を参照。 

（66） V143/15/2/45.  

（67） V253/20/3/45.  

（68） “Underground Soviet Espionage Organization （NKVD） in Agencies of the United States Government,” 

21 February 1946, FBI Silvermaster file, serial 573; Report on Currie interview, 31 July 1947, FBI 

Silvermaster file, serial 2794; Michael Warner and Robert Louis Benson, “Venona and Beyond: Thoughts 
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（23） クルナコフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V833/10/6/42; V929 - 930/17/6/43; V 936/17/6/43; 

V952/21/6/43; V985 - 986/23/6/43; V1120/10/7/43; V1251/2/9/44; V1322/15/9/44; V1404/5/10/44; 

V1438/10/10/44; V1449/12/10/44; V1584/12/11/44; V1585/12/11/44; V1586/12/11/44; V1699/2/12/44; 

V1714/5/12/44; V18 - 19/4/1/45; V94/23/1/45; V243/18/3/45.  

（24） トカチに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1056/3/7/43; V823/7/6/44; V881/20/6/44; V1076/29/7/44; 

V202/10/2/45; V116/9/2/45; V143/15/2/45.  

  アン・シロドヴィッチに関する「ヴェノナ」通信文はV210/9/3/45.  

  マイケル・シドロヴィッチに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1491/22/10/44; V1536/28/10/44; 

V1609/17/11/44; V1797/20/12/44; V210/9/3/45; V224/13/3/45.  

（25） Gennadi Kostyrchenko, Out of the Red Shadows: Anti -Semitism in Stalin’s Russia（Amherst, N.Y.: 

Prometheus Books, 1995）.  

（26） Kostyrchenko, Out of the Red Shadows, 78.  

（27） 《マーク》に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V766/24/5/43; V1055/2/7/43; V82 3/7/6/44; 

V881/20/6/44; V958/7/7/44.  

  《ハドソン》に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V640/6/5/44; V823/7/6/44; V1275/7/9/44; V1403/5/10/44; 

V1754/14/12/44.  

（28） V640/6/5/44, V1251/5/9/44.  

（29） 1950年代末にランドは、ニューヨークの借家人団体である「メトロポリタン住宅協議会」を創立した。

彼女はソ連で死ぬ1981年まで共産主義活動を続けた。Daily World （24 June 1981）, 1.  

（30） Louis Budenz affidavit, 11 November 1950, “American Aspects of the Assassination of Leon 

Trotsky,” U.S. Congress, House of Representatives, Committee on Un- American Activities, 81st Cong., 2d 

sess., part 1, v - ix; Louis Budenz, Men Without Faces: The Communist Conspiracy in the USA （New York: Harper 

and Brothers, 1948 ）, 123 - 126. 

（31） V749/26/5/44.  

（32） New York FBI memo, serial 1980, FBI Silvermaster file （FBI file 65 - 56402）. ストレイトについ

ては第五章を参照。 

（33） Sylvia Franklin Dossier （New York: Labor Publication, 1977 ）にカレンの大陪審供述書の引用があ

る。 

（34） V851/15/6/44. カレンに関するその他の「ヴェノナ」通信文は以下。V899/11/6/43; V926/16/6/43; 

V670/11/5/44; V751 - 752/26/5/44.  

（35） カレンの大陪審供述書は、The Gelfand Case: A Legal History of the Exposure of U.S. Government 

Agents in the Leadership of t he Socialist Workers Party , vol. 2 （Detroit: Labor Publication, 1985 ）, 526 - 564

にある。 

（36） FBI memorandum, “Existing Corroboration of Bentley’s Overall Testimony,” FBI Silvermaster 

file, serial 4201; Margaret Browder FBI file, 100 - 287645, serial 153; Booker in terview in Sylvia Franklin 
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Dossier. ブッカーは「ヴェノナ」解読文書では確認されていない。 

（37） ミラーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V727/20/5/44; V751 - 752/26/5/44; V826/7/6/44; 

V846/14/6/44; V851/15/6/44; V1143 - 1144/10/8/44.  

（38） ミラーの法廷証言の抜粋はHow the GPU Murdered Trotsky, 146 - 153で公刊されている。 

（39） ゲツォフに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V826/7/6/44; V851/15/6/44; V907/26/6/44; V942/4/7/44; 

V292/29/3/45.  

（40） V846/14/6/44.  

（41） V556/29/6/44.  

（42） How the GPU Murdered Trotsky, 146 - 153. 

（43） V1143- 1144/10/8/44.  

（44） V776/25/5/45. この通信文の中でジャック・ソーブルは《チェコ人》と呼ばれている。解読官は、この

《チェコ人》を誤ってロバート・メナカーであるとしていた。なぜなら、これより前の通信文でロバート・メナ

カーが《チェコ人》と呼ばれていたからである。How the GPU Murdered Trotsky, 146 - 153 

（45） V1143- 1144/10/8/44.  

（46） Franklin Folsom,  Days of Anger, Days of Hope: A Memoir of the League of American Writers （Boulder: 

University Press of Color ado, 1994）, 46 - 47; Daniel Menaker,  The Old Left （New York: Knopf, 1987）. レ

オポロとルイスは、KGBによる1940年のトロツキー襲撃事件に加わっていたが、失敗に終わった。これらの家族

関係に加えて、ロバート・メナカーの姪の一人がソ連スパイのヴィクター・パーロ（第五章参照）と結婚してい

る。 

（47） Menaker, The Old Left , 22, 42.  

（48） メナカーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V694/15/5/43; V 1044/2/7/43; V1185/21/7/43; 

V1031/24/7/44; V1143- 1144/10/8/44; V1313/13/9/44; V1337/19/9/44; V1430/10/10/44; V1470/17/10/44; 

V1512/24/10/44; V1522/27/10/44; V1613/18/11/44; V1637/21/11/44; V1716/5/12/44; V77/17/1/45; 

V55/20/1/43.  

  バードに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V492/9/6/44; V526/2/9/44; V985/23/6/43; V1000/24/6/43; 

V1044/2/7/43; V1088/7/7/43; V786/1/6/44; V889/23/6/44; V943/4/7/44; V1102 - 1103/2/8/44; V1163/15/8/44; 

V1239/30/8/44; V1313/13/9/44; V1336/18/9/44; V1353/23/9/44; V1470/17/10/44; V1509/23/10/44; 

V1741/12/12/44; V1821/26/12/44; V25/8/1/45; V37/9/1/45; V63 - 66/15/1/45; V77/17/1/45; V95/23/1/45; 

V329/7/4/45.  

  スベルカセアウクスに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V768/25/5/43; V1088/7/7/43; V747/25/5/44; 

V1142/10/8/44.  

（49） V1313/13/9/44.  

（50） V1470/17/10/44.  

（51） ハーヴェイ・クレアによるダニエル・メナカーへの電話インタビュー（1997年 6月23日）。 

（52） カッツに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1694/16/10/43; V221/12/2/44; V486/11/4/44; 

V546/20/4/44; V605/2/5/44; V618/4/5/44; V638/6/5/44; V676/12/5/44; V749/26/5/44; V942/4/7/44; 

V976/11/7/44; V1015/22/7/44; V1020/20/7/44; V1050/26/7/44; V1087/30/7/44;  V1190/21/8/44; V1196/22/8/44; 

V1220/26/8/44; V1251/2/9/44; V1266/6/9/44; V1313/13/9/44; V1328/15/9/44; V1332/18/9/44; V1337/19/9/44; 

V1351/23/9/44; V1370/27/9/44; V1410/6/10/44; V1411/6/10/44; V1457/14/10/44; V1470/17/10/44; 

V1512/24/10/44; V1522/27/10/44 ; V49/19/1/44.  

  彼の経歴についてはFBI memo, 27 October 1944, se rial 3392, in FBI Comintern App aratus file; FBI memo, 

“Existing Corroboration of Bentley’s Overall Testimony,” 6 May 1955, serial 4201, in FBI Silvermaster 

file.  

（53） この時期にスターリンがユダヤ人に対して粛清を行っていたことが、カッツとKGBの縁を切らせた要因

であるようだ。 

（54） Boris Morros,  My Ten Years as a Counterspy（New York: Viking, 1959 ）.  
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（55） FBI memo, 8 September 1944, Comintern Apparatus file （FBI file 100 - 203581）, serial 3318.  

（56） Romerstein and Levchenko, The KGB Against the “Main Enemy,” 187- 188; Katrina vanden Heuvel, 

“Grand Illusions,” Vanity Fair （September 1991）, 219 - 225, 248- 256. 後者は、スターン夫妻はソ連のス

パイ活動には協力していなかったとの見解を示している。 

（57） Martin Dies Statement, Congressional Record（1 February 1943）, 504 - 516; Kerr Commission analysis 

of evidence in rega rd to William Dodd, analysis of evidence on Watson and Dodd, 21 April 1943, Report 

of the Kerr Commission, 14 May 1943, both in box 856, Clinton Anderson papers, Library of Congress; William 

Dodd, Jr., testimony, 5 April 1943, “Investigations of Un- American Propaganda activities in the United 

States,” U.S. Congress, House of Representatives, Special Committee on Un- American Activities, 78th Cong., 

1st sess., vol. 7, 3366 - 3382. 

（58） V748/26/5/44.  

（59） V1824/27/12/44; V4 - 5/3/1/45; V11/4/1/45; V18 - 19/4/1/45. K GBはそのビジネスについての報告をモ

スクワに送った。この頃にはズビリン夫妻はそこにいた。 

（60） Vanden Heuvel, “Grand Illusions,” 248. 

（61） FBIが匿名のロシア語の手紙を受け取り（第二章参照）、モロスがKGBと関係していたという内容を信頼

していたことからすれば、モロスが自発的に FBI に協力したという自伝の記述は誇張かもしれない。FBI は、彼

のスパイ活動に関する情報をすでに集めていて、それをネタにFBIへの協力を求めていた可能性が高い。 

（62） 国際旅団におけるアメリカ共産党と共産主義青年同盟のメンバーの注釈付きリスト。所蔵はArchive of 

the International Brigades, RTsKhIDNI 545 - 6- 846. 

（63） Jane Foster,  An Un- American Lady（London: Sidgwick and Jackson, 1980 ）, 99.  

（64） V854/16/6/42.  

（65） V958/21/6/43; V1025, 1035 - 1036/30/6/43; V765, 771/30/5/44.  

（66） New York Times（7 July 1961 ）, 9.  

（67） New York Times（14 October 1961）, 10; （7 July 1961 ）, 9; （4 November 1961）, 11; Romerstein 

and Levchenko, The KGB Against the “Main Enemy,” 195- 196. ブラントは社会民主党員で、のちに西ドイツ

の政治的指導者となった。 

（68） 《クレメンス》および《リー》に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1207/22/7/43; V682/12/5/44; 

V1251/2/9/44.  

（69） V48/11/1/45.  

（70） New York Times（30 November 1960）, 1.  

（71） V777- 781/26/5/43. ウォルストンに関するその他の「ヴェノナ」通信文は以下。V893/10/6/43; 

V325/5/4/45.  

（72） V1824/27/12/44. 《スラヴァ》は1945年の「ヴェノナ」通信文に登場している（V325/5/4/45）が、こ

の《スラヴァ》は明らかにウォルストンではなく、ローゼンバーグのスパイネットワークに関わっている誰かで

ある。すなわち、このときまでにウォルストンは別のカバーネームをもっていたことを示している。 

（73） V193- 194/14/3/44; V474/6/6/44; V555/29/6/44; V812/7/11/44; V109/20/2/44; V355/9/6/44.  

（74） Pavel A. Sudoplatov, Anatoli P. Sudoplatov, Jerrold Schecter, and Leona Sc hecter, Special Tasks: 

The Memoirs of an Unwanted Witness（New York: Little, Brown, 1994 ）, 65 - 86. 

（75） Thomas Black testimony, 17 May 1956, “Scope of Soviet Activity in the United States,” part 

21, 1113- 1124. 

（76） Levine, The Mind of an Assassin , 190.  

（77） モスクワから KGBメキシコシティ支局に送られた 1944年の「ヴェノナ」通信文には、チリの総領事ネ

ルーダが工作員として「開発されつつある」とある（V287/11/5/44）。シケイロスはのちにメキシコ共産党の指導

者となった。彼のカバーネームは《チェス・ナイト》であった。 

（78） FBI memorandaum, “Existing Corroboration of Bentley’s Overall Testimony,” 6 May 1955, FBI 

Silvermaster file, serial 4201. 
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（79） V1160/17/7/43.  

（80） Louis Budenz affidavit, 11 November 1950, “American Aspects of the Assassination of Leon 

Trotsky”; Don Levine, The Mind of an Assassin が最も詳しく暗殺を叙述している。 

（81） 議会委員会がアルチュラーを尋問したところ、彼女は犯罪行為はしていないと主張するだけで、どんな

質問にも答えようとはしなかった。Lydia Altschuler testimony, 18 October 1950, “American Aspects of 

Assassination of Leon Trotsky,” 3354- 3360. 

（82） “Comintern Apparatus Summary Report,” 15 December 1944, FBI Comintern Apparatus file, serial 

3702. 

（83） V177- 179/30/12/43; V6/3/1/44, analyst footnot e vi. デイヴィッド・ホロウィッツは、ニューヨー

クで共産党員の家庭に育っており、アンナ･コロムスが家族と友人付き合いをしていたと回想している。彼女はメ

キシコへの運び屋で、自分がトロツキーの暗殺に加担していたことをのちに悩んでいた。David Horowitz,  Radical 

Son: A Generational Odyssey （New York: Free Press, 1997 ）, 76.  

（84） Anna Colloms testimony, 19 October 1950, “American Aspects of Assassination of Leon Trotsky,” 

3371- 3377. 

（85） Letter no. 4/5/7/42; Letter no. 5/1/8/42; Letter no. 9/1/11/42; Letter no. 11/6/12/42. これ

ら「秘密の手紙」のすべてはアメリカ当局によって押収され、「ヴェノナ」作戦の一部として公開された。 

（86） Venona secret writing letters: Letter no. 12/1/2/43;  Letter no. 14/29/9/43. 《アレクサンダー》

はメキシコと関係をもっていた身元未特定のKGB工作員である。メキシコシティKGB支局がやりとりしたもう一

つの通信文（V584/6/10/44）は、アルチュラーが1944年になってもメール・ドロップとして機能していたことを

示している。 

（87） V193, 194/14/3/44. NSA 解読官は“A”をコロムスであるとはしなかった。しかし文脈から彼女である

ことは明らかである。 

（88） Jacob Epstein testimony, 18 October 1950, “American Aspects of Assassination of Leon Trotsky,” 

3345-3354; “Comintern Apparatus Summary Report.” 

（89） New York FBI memo, 1 April 1948, FBI Silvermaster file, serial 3187. メルカデルは、1943年 12

月まで《リタ》というカバーネームをもっており、その後は《ノーム》となった。 

（90） V193, 194/14/3/44.  

（91） V800/28/5/43; V816 - 817/30/5/43; V899/11/6/43. 他の通信文 V1142/10/8/44 には、エプスタインや 2

人の協力者と接触するときの識別方法が書いてある。 

（92） V158/23/12/43. クラリンは11月 23日にソ連大使館の二等書記官としてメキシコに来て、1944年 5月

24日にメキシコを離れた。 

（93） V174- 176/29/12/43; V177 - 179/30/12/43; V6/3/1/44; V193, 194/14 /3/44.  

（94） V193, 194/14/3/44; V212/25/3/44; V261 - 262/16/4/44; V281/21/4/44; V248/27/4/44; V288/11/5/44; 

V256/21/3/45. ジェイコブ・エプスタインとアンナ・コロムス、そしてその他メルカデル解放計画に関わった人々

は、のちに下院非米活動委員会に出廷するよう命じられたが、彼らは全員、非協力的な証言者だった。Jacob 

Epstein testimony, “American Aspects of Assassination of Leon Trotsky,” 3349. また、foreward to 

“American Aspects of Assassination of Leon Trotsky,” part 2, ix- xvも参照。 

（95） V193, 194/14/3/44; V218/29/3/44.  

（96） V474/6/6/44.  

（97） V172- 174/9- 10/3/45; Sudoplatov and Schecter,  Special Tasks , 80 - 81. KGBのメルカデル解放計画の

失敗は、メキシコ防諜機関による強力な保安体制によるものあった。トロツキーの亡命を認めたメキシコの政治

指導者は、自国領内で起きた彼の暗殺を非常に遺憾に思っていた。したがって、その暗殺者は刑期を全うすべき

であると考えていた。 

（98） ハーヴェイ・クレアによるロバート・ハリス博士へのインタビュー（1996年 8月 19日）。ハリス姉妹の

雇用についての詳細はV347/27/5/45.  

（99） James Ryan, Earl Browder: The Failure of American Com munism（Tuscaloosa: University of Alabama 
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Press, 1997）, 32 - 33, 283; Klehr, Haynes, and Firsov, The Secret World of American Communism, 45 - 46; 

Benjamin Gitlow,  I Confess （Dutton: New York, 1940 ）, 329 - 330; Klehr interview with Robert Harris. ハ

リスの訓練不足への苦情は以下に掲載。J. Crosby and Marion to Alexander, 30 January 1929, Archive of the 

Red International of Labor Unions （Profintern ）, RTsKhIDNI 534- 4- 283. 

（100） 確かではないが、ハリスはメキシコにいる間 Adelina Zenejdas Gomezという偽名を使っていた可能性

がある。 

（101） V256/29/4/44.  

（102） V492/9/6/44.  

（103） V63- 66/15/1/45.  

（104） V232/3/4/44; V208/10/4/44.  

（105） V220/16/4/44.  

（106） V327/3/5/44.  

（107） V283/10/5/44. この後の結果について記述した「ヴェノナ」解読文は見当たらない。 

（108） V129/6/12/43; V200/8/4/44; V243, 244/10/4/44; V283/10/5/44; V303/17/5/44; V347/27/5/45. キテ

ィ・ハリスの甥は、1940年代におばが姉妹と連絡を取り合っていたことを知って驚いた。その時期までキティが

生きていたとは、家族の誰からも聞いていなかったのである。また、1997年にまだ生きていたキティの姉妹の一

人は、キティについて話すことを拒否した（クレアによるロバート・ハリスへのインタビュー）。 

（109） V553, 554/29/6/44; V476/29/7/44.  

（110） V312/11/5/45; V659/7/9/45; V238/28/4/46.  

 

 第十章 

（１） 次に引用。Ronald Radosh and Joyce Milton, The Rosenberg File: A Search for the Truth （New Haven: 

Yale University Press, 1997 ）, 29. ゴールドとブラックの産業スパイ活動については20～47頁参照。 

（２） 次に引用。Radosh and Milton, The Rosenberg File , 30. スミス、ルーガ、フレッド、セミョーノフ

はソ連諜報官だった。ブロスマンは情報源、スミルグは徴募対象だった。 

（３） セミョーノフ，セミョーン･マルコヴィッチ（1911～1986）。1936年、モスクワ繊維大学卒、電気工学専

攻。1937年KGBに入り、すぐに諜報官としてアメリカへ派遣。マサチューセッツ工科大に入り1940年卒業。「ア

ムトルグ」の技術者のカバーで働き、科学技術スパイ活動に特化。現代のロシア対外諜報庁（SVR）が引用する

KGB人事ファイルにはこうある。「セミョーノフ少佐はアメリカで1938年から1944年に勤務していたが、レジデ

ントゥーラ［駐在拠点］の最も活動的な1人だった。開戦前の時期、彼は科学技術情報活動の実践的基本路線を

つくった。何十人ものエージェントから貴重な資料を獲得、その中には爆発物、レーダー技術、航空などがあっ

た」。のちにフランスとモスクワに配属され、中佐にまで昇進した。1953年に反ユダヤ粛清で KGBから追放され

たが、1970年代に名誉回復。 

（４） ゴールドに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V195/9/2/44; V912/27/6/44; V1233/29/8/44; 

V1345/22/9/44; V1390/1/10/44; V1397/4/10/44; V1403/5/10/44; V1536/28/10/44; V1606/16/11/44;  V1749, 

1750/13/12/44; V1797/20/12/44; V183/27/2/45; V257/21/3/45; V275/25/3/45.  

（５） V1390/1/10/44; V1403/5/10/44.  

（６） Radosh and Milton, The Rosenberg File , 152 - 153. 

（７） ここ数十年は、多様な種類の産業スパイ行為を議会が犯罪として明確に定義している。しかし 1930年

代には、民間企業から科学情報や産業技術を盗むことに対して明確に適用される刑法規定はほとんどなかった。

民法のもとでの法的救済（特許や商標の侵害など）は存在したが、それは他の企業が盗んだ商標上の情報に基づ

いて製品を販売しているという証拠を、被害企業が提示できるときに限り適用できるだけであった。窃盗犯がソ

連情報機関で、盗んだ情報をソ連の閉ざされた経済空間で使う場合には、そのような方法はめったに使えなかっ

た。 

（８） オヴァキミャン，ガイク･バダロヴィッチ（1898年生）。アルメニア系。1931年、モスクワのバウマン

高等技術学校の大学院生のときにKGBに入り、直ちに対外諜報に配属。ドイツで科学技術スパイ活動に特化。1932
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年、労農赤軍軍事科学アカデミーの先進技術訓練のためソ連に戻る。1933年、KGBの科学技術諜報部の次長とし

て渡米、「アムトルグ」技師のカバーを利用。1939年、アメリカで科学情報活動のトップとなり、ニューヨーク

大学で化学の博士課程を開始。1941年、FBIが送り込んだエージェントと会っているときに逮捕。ナチスのソ連

侵攻後、アメリカは起訴見送りに同意し、モスクワに帰した。1943年、KGB対外諜報局の次長となり、少将に昇

進。1947年にKGBを退職した後は、専ら科学技術職についた。 

（９） Thomas Black testimony, 17 May 1956, part 21, 1113 - 1124, and Harry Gold testimony, 26 April 1956, 

part 20, 1020, both in “Scope of Soviet Activity in the United States,” U.S. Congress, Senate, Committee 

on the Judiciary, Subcommittee to Investigate  the Administration of the Internal Security Act, 84th Cong., 

2d sess.  

（10） ブラックに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1370/27/9/44: V1403/5/10/44; V1429/9/10/44; 

V1430/10/10/44; V1557/6/11/44; V1055/5/7/45; V83/28/1/45; V259/21/3/45.  

（11） アメリカでのフィールド・ワークの成果が一因となり、クワスニコフはのちにKGB科学情報活動のトッ

プになった。クワスニコフのKGBキャリアについては以下の通り。 

  クワスニコフ、レオニード・ロマノヴィッチ（1905～1993）。1934年、モスクワ化学機械建造大学を首席で

卒業。数年間エンジニアとして働いたのち、エンジニアの大学院生として戻る。1938年、KGBに入って科学技術

諜報活動の専門家となり、ドイツとポーランドに短期の配属ののち、KGBの科学情報部門の次長、ついでトップ

にとんとん拍子で出世。現代のロシア対外諜報庁によると、1940年にイギリス、アメリカ、ドイツの科学者たち

が定期的にウランや関連する原子分野の研究を出していたのに、その公表を停止したのにクワスニコフが気づい

たため、KGBが原子力研究への関心を高めたという。イギリスとアメリカの原爆計画に KGBが浸透し始めた頃に

モスクワから監督し、1943年には外交カバーでニューヨークに行き、原爆計画にとくに注目して科学技術スパイ

活動を監督した。1945年にソ連に戻り、1948年に再び KGB科学情報部門のトップになり、1963年まで務めた。

大佐の階級、レーニン勲章、労働赤旗勲章（2回）、赤星勲章（2回）を得た。またマリソフに関する「ヴェノナ」

通信文は以下。V1276/43; V193/8/2/44; 620 KGB New York to Moscow, 4 May 1944; V622/4/5/44; V1077/29/7/44; 

V1403/5/10/44; V1680/30/11/44; V1706/4/12/44; V1755/14/12/44.  

（12） V622/4/5/44.  

（13） オデッサンに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1002/17/7/44; V1203/23/8/44; V1251/2/9/44; 

V1275/7/9/44; V1336/18/9/44; V1430/10/10/44; V1829/28/12/44; V14/4/1/45. 《古本屋》に関する「ヴェノナ」

通信文は以下。V813/7/6/44; V881/20/6/44; V1203/23/8/44; V1275/7/9/44.  

（14） これらの人々に関する「ヴェノナ」通信文は以下の通り。Aleksandr Belenky: V1341/21/9/44. Michael 

Leshing: V512/7/12/43. Frank Dziedzi k: V1055/5/7/45. Herman Jacobson: V917/28/6/44; V943/4/7/44; 

V971/11/7/44. Burton Perry: V232/25/5/44. Kenneth Richardson: V1047/2/7/43; V918/12/6/45. Eugene 

Franklin Coleman: V704/1/4/43; V1934/11/8/43; V1969/13/8/43; V2933/14/11/43; V115/20/1/43; 

V1194/10/7/43. Jones Orin York: V446/31/10/43; V457/2/11/43; V1266/6/9/44; V1523/27/10/44. Daniel 

Abraham Zaret: V1325/11/8/43.  

（15） オットー・アレマンは化学者で、1945年以前は「デュポン社」に勤務していた。KGB諜報官であるガイ

ク・オヴァキミャンの情報源で、おそらく産業スパイ活動に関わっていた。1945 年には輸入会社に就職したが、

FBI からソ連諜報部資金の秘密輸送に関与していたのではないかと疑われている。FBI report, “Soviet 

Espionage Activities, 19 October 1945,” attached to Hoover to Vaughan, 19 October 1945, President’s 

Secretary Files, Harry S. Truman Library, Independence Mo. アーサー・ジェラルド・スタインバーグはカナ

ダ人で、1940年にコロンビア大学で動物学の博士号を取得している。1945年にはアメリカ科学研究開発局に勤務

していた。GRUカナダ支部の情報源である。New York FBI report, 19 January 1945, Comintern Apparatus file, 

serial 3899.  

（16） これらの人々に関する「ヴェノナ」通信文は以下。Bolt; V1804/22/12/44, V86/19/1/45. Brother; 

V705/18/5/43, V943/4/7/44, V1403/5/10/44,V1559/6/11/44. Oppen; V1324/11/8/43, V 1350/17/8/43, 

V1362/17/8/43. Emulsion; V1934/11/8/43,V2278/10/9/43,V2346/15/9/43. I.; V142/8/2/44, V3711/29/6/45. 

Serb; V50/11/1/45. Jack; V927 - 928/16/6/43,V989/24/6/43, 1116/9/7/44, Johnny; V1427/1/9/43. Octane; 
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V801/28/5/43, V1054/5/7/45. Karl; V1403/5/1 0/44, V1429/9/10/44, V1557/6/11/44, V1818/26/12/44, 

V433/11/8/45.  

（17） Memo on Leona and Joseph Franey, 5 August 1944, FBI Comintern Apparatus file （FBI file 100 - 203581）, 

serial 2919; memo on Leona and Joseph Franey, 21 August 1944, FBI Comintern Apparatus file, serial 2989; 

FBI memo on Shevchenko, 30 October 1944, FBI Comintern Apparatus file, serial 3379; FBI memo on Shevchenko, 

9 December 1944, FBI Comintern Apparatus file, serial 3612; Leona Franey testimony and Joseph Franey 

testimony, 6 June 1949, “Soviet Espionage Activities in Connection with Jet Propulsion and Aircraft,” 

U.S. Congress, House of Representatives, Un - American Activities Committee, 81st Cong., 1st sess.  

（18） V941/4/7/44; V1048/25/7/44; V1403/5/10/44; V1559/6/11/44; V305/1/4/45.  

（19） V1607-1608/16/11/44; Loren Haas testimony, 6 June 1949, “Soviet Espionage Activities in 

Connection with Jet Propulsion and Aircraft.” 

（20） Larry Kerley testimony, 15 September 1949, “Communist Activities Among Aliens and National 

Groups,” U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, Subcommittee on Immigration and 

Naturalization, 81st Cong., 1st sess., part 2, 806.  

（21） これらの人々に関する「ヴェノナ」通信文は以下。Spline: V998/24/6/43; V943/4/7/44; V1403/5/10/44; 

V1559/6/11/44; V780,792/25,26/5/45. Bugle: V1559/6/11/44. Armor:  V1403/5/10/44; V1559/6/11/44; 

V793- 794/25/5/45. B: V1327/15/9/44.  

（22） Radosh and Milton, The Rosenberg File の内容はローゼンバーグ機関の原爆スパイの側面に集中して

いるが、機関の科学技術スパイ活動について最も包括的な検証も行っている。これにはモートン・ソベル、マッ

クス・エリッチャー、ジョエル・バー、アルフレッド・サラントの活動も含まれている。 

（23） Elizabeth Bentley deposi tion, 30 November 1945 （FBI file 65 - 14603）; Radosh and Milton,  The 

Rosenberg File , 176.  

（24） V628/5/5/44. ジュリアス・ローゼンバーグに関するすべての「ヴェノナ」通信文は以下。V628/5/5/44; 

V736/22/5/44; V845/14/6/44; V911/27/6/44; V976/11/7/44; V1053/26/7/44; V1251/2/9/44; V1314/14/9/44; 

V1327/15/9/44; V1340/21/9/44; V1491/22/10/44; V1600/14/11/44; V1609/17/11/44; V1657/27/11/44; 

V1715/5/12/44; V1749- 1750/13/12/44; V1773/16/12/44; V1797/20/12/44; V28/8/1/45; V200/6/3/45; 

V325/5/4/45.  

（25） V736/22/5/44.  

（26） V1053/26/7/44.  

（27） フェクリソフは《カリストラトゥス》のカバーネームで多くの「ヴェノナ」通信文に登場する。アメリ

カでKGB諜報官だった間は〈アレクサンダー・フォミン〉の名を用いた。Michael Dobbs, “Julius Rosenberg Spied, 

Russian Says,” Washington Post（16 March 1997）; Joseph Albright and Marcia Kunstel, “Retired KGB 

Spymaster Lifts Veil on Rosenberg Espionage,” Washington Times（16 March 1997）. 「ディスカバリー・

チャンネル」のテレビ・ドキュメンタリー“The Rosenberg File: Case Closed”（23 March 1997）で、フェク

リソフの長いインタビューが流れた。次も参照。Alexander Feklisov, Za okeanom i na ostrove. Zapiski 

razvedchika （Moscow: DEE, 1994）.  

（28） サラントに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V628/5/5/44; V1600 /14/11/44; V1715/5/12/44; 

V1749- 1750/13/12/44. バーに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V914/27/6/44; V1251/2/9/44; V1429/9/10/44; 

V1600/14/11/44; V1657/27/11/44; V1715/5/12/44; V1749 - 1750/13/12/44.  

（29） V1600/14/11/44.  

（30） V1749- 1750/13/12/44.  

（31） Philip Morrison testimony, 7 and 8 May 1953, “Subversive Influence in the Educational Process,” 

U.S. Congress, Senate, Committee on the Judiciary, 83rd Cong., 1st sess., part 9, 899 - 919. 

（32） Radosh and Milton, The Rosenberg File , xi -xiii; Michelle Locke, “Flight to Mexico with Lover 

Turns into 40 Years Behind Iron Curtain,” Los Angeles Times（23 August 1992）; Elizabeth Shogren, 

“Scientist for the Enemy,” Los Angeles Times（14 October 1992）; Irvin Molotsky, “Joel Barr, Defector 
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Linked to Rosenberg, Dies,” New York Times（16 August 1998）; Alexei Kuznetsov and Carla Rivera, “Joel 

Barr: U.S. Defector, Electronics Whiz Helped Propel Soviets into Computer Age,” Los Angeles Times（17 

August 1998）; John Corry, “Replaying the Best of Nightline’s History,” Washington Times（29 June 1996）. 

バーは1998年にロシアのサンクトペテルブルクで死去したのだが、カリフォルニアに住居をかまえており、連邦

の社会保障年金もカリフォルニア州老人補助金も受けていた。彼がアメリカ政府の年金を得ていたことで、議員

グループが司法省に対し、彼を起訴する可能性を検討するように要請したが、何の成果も上がらなかった。Robert 

W. Stewart, “Inquiry Urged on Associate of Atom Spies,” Los Angeles Times（24 June 1992）.  

（33） パールに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V717/10/5/44; V731/20/5/44; V854/16/6/44; V1048/25/7/44; 

V1251/2/9/44; V1314/14/9/44; V1491/22/10/44; V1536/28/10/44; V1797/20/12/44; V954/20/9/44; 

V154/16/2/45; V224/13/3/45; V305/1/4/45.  

（34） V154/16/2/45.  

（35） V305/1/4/45.  

（36） Radosh and Milton, The Rosenberg File , 299.  

（37） V1491/22/10/44. シドロヴィッチ夫妻に関する「ヴェノナ」通信文については第九章註 24 参照。ジュ

リアス・ローゼンバーグのKGBカバーネームは最初《アンテナ》であったが、1944年 9月に《リベラル》に変わ

っている。 

（38） Radosh and Milton,  The Rosenberg File , 299 - 300. 

（39） ナイルに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V863/16/6/44; V1251/2/9/44; V1657/2 7/11/44; V200/6/3/45; 

V315/5/4/45.  

（40） アメリカの技術者たちは、砲弾の中に小さくて非常に頑丈なレーダー・ユニットを信管につなげて設置

することに成功した。標的に近づけば（接触しなくても）起爆することが可能となったので、対空砲弾の性能が

非常に向上した。標的の飛行機に近づけば爆発することから「近接信管」と呼ばれた。Radosh and Milton, The 

Rosenberg File , 72. 以下も参照。testimony of Col. Walter Edward Lotz, Jr., statement of O. John Rogge, 

and statement of David Greenglass, 24 November 1953, “Army Signal Corps—Subversion and Espionage,” U.S. 

Senate, Committee on Government Operations, Permanent Subcommittee on Investigations of the Senate, 83rd 

Cong., 1 st sess., part 1.  

（41） ジュリアス・ローゼンバーグに関するすべての「ヴェノナ」通信文は本章註24参照。 

（42） David Martin, Wilderness of Mirrors （New York: Ballantine Books, 1981 ）; Ronald Radosh and Joyce 

Milton in their 1983 edition of The Rosenberg File: A Search for the Truth （New York: Holt, Ri nehart and 

Winston, 1983）; Robert Lamphere and Tom Shachtman, The FBI-KGB War: A Special Agent’s Story（New York: 

Random House, 1986）.  

（43） フックスがソ連情報機関と最初に関係をもったことに関する GRUロンドン支局発の解読文がある。

V2227/10/4/41. この通信文は、ソ連が「ワンタイム・パッド」を複製する前の時期のものである。それでも解読

が可能だったのは、GRUロンドン支局が1941年にワンタイム・パッドを使い切り、暗号化に用いるキーを標準統

計表に基づいて生成する予備の緊急用サイファー・システムを使ったからである。「ヴェノナ作戦」と協力してい

たイギリスの暗号解析官は、これが通常とは違って脆弱なサイファーだと気づき解読したが、フックスの逮捕の

あとだった。 

（44） フックスに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V2227/10/4/41; V195/9/2/44; V645/8/5/44; V850/15/6/44; 

V1049/25/7/44; V1345/22/9/44 ; V1397/4/10/44; V1403/5/10/44; V1606/16/11/44; V183/27/2/45; V298/31/3/45; 

V349/10/4/45.  

（45） V345/22/9/44; V1397/4/10/44; V1403/5/10/44; V1606/16/11/44.  

（46） 次に引用。Radosh and Milton, The Rosenberg File , 44.  

（47） [Lamphere to Gardner], “Study of Code Names in MGB Communications,” 27 June 1950, National 

Security Agency, Venona Collection 50 - 025, box D045. 次に掲載。Robert Louis Benson and Michael Warner, 

eds., Venona: Soviet Espionage and the American Response, 1939 - 1957（Washington, D.C.: National Security 

Agency, Central Intelligence Agency, 1996 ）, 153. グリーングラス夫妻に関する「ヴェノナ」通信文は以下。
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V1340/21/9/44;V1543/3/11/44; V1600/14/11/44; V1749 - 1750/13/12/44; V1773/16/12/44; V28/8/1/44. ローゼ

ンバーグ夫妻に関する「ヴェノナ」通信文は註24を参照。 

（48） 次に引用。Radosh and Milton, The Rosenberg File（1997）, 58 - 65. 

（49） グリーングラスがロスアラモスに配属されたのが陸軍人事システムによる偶然以上のものだ、という証

拠はない。 

（50） V1340/21/9/44.  

（51） 次に引用。Radosh and Milton,  The Rosenberg File , 66.  

（52） V1600/14/11/44.  

（53） V1657/27/11/44.  

（54） 《クワンタム》に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V961/21/6/43; V972, 979, 983/22 - 23/6/43; 

V1405/27/8/43.  

（55） V972, 979, 983/22 - 23/6/43.  

（56） Richard Rhodes, Dark Sun: The Making of the Hydrogen Bomb （New York: Simon and Schuster, 1995 ）, 

39. 

（57） 《フォーゲル》（《ペルス》）に関する「ヴェノナ」通信文は以下。V212/11/2/44; V854/16/6/44; 

V1251/2/9/44; V1749- 1750/13/12/44.  

（58） KGBが1944年にソ連の科学者たちに渡した情報については以下。Joseph Albright and Marcia Kunstel, 

“ ‘Did the United States Have Any Secrets?’ “ The Bulletin of the Atomic Scientists （January/February 

1988）, 53 - 54, and V. Merkulov to Lavrenti P. Beria, 28 February 1945. メルクロフからベリヤへの報告は

以下にも掲載。Voprosy Is torii Estestvoznaniia i Tekhniki , Russian Academy of Science, no. 3 （1992）.  

（59） ホールの名は、彼に関する初期の通信文では平文（カバーネームなし）で出ている。 

（60） Michael Dobbs, “Code Name ‘Mlad,’ Atomic Bomb Spy,” Washington Post（25 February 1996）, 

and “Unlocking the Crypts: Most Spies Code Revealed Escaped Prosecution,” Washington Post（25 December 

1996）; Joseph Albright and Marcia Kunstel, Bombshell: The Secret Story of America’s Unknown Atomic Spy 

Conspiracy（New York: Times Books, 1997）. Bombshellには、モリス・コーエンとロナ・コーエンのスパイ活

動についての詳細な記述もある。 

（61） ホールに関する「ヴェノナ」通信文は以下。V1585/121/11/44; V1749- 1750/13/12/44; V1773/16/12/44; 

V94/23/1/45; V799/26/5/45; V298/31/3/45; V709/3/7/45. 以下の通信文はホールに直接言及してはいないが、

ホールの報告である可能性が高い。V1699/2/12/44 

（62） クルナコフのKGBキャリアについては第六章参照。ホールがオルブライトとカンステルに語ったところ

によると、彼は「アムトルグ」のスタッフに話してソ連人に接触しようとし、彼もクルナコフに会うよう促され

たという。「ヴェノナ」通信文でわかっているのはサックスの接近のみであり、サックスをクルナコフに差し向け

たのは、アメリカでソ連映画を販売する「アルトキノ」のトップのニコラ・ナポリだった可能性がある。

V1699/2/12/44.  

（63） V1585/12/11/44.  

（64） Allen Weinstein, “Bombshell,” Los Angeles Times（28 September 1997）, 6.  

（65） V298/31/3/45.  

（66） Bombshell の 14～16 章でオルブライトとカンステルは、ロスアラモスの秘密にホールが接近したこと

について知られていることと、イーゴリ・クルチャトフの文書やその他のロシア文書館にある、ソ連の科学者た

ちに渡されたスパイ報告についての文書を比較している。 

（67） Robert K. McQueen memo of 31 March 1951 on FBI interviews with Hall 16 and 19 March and with 

Sax 16 March, FBI file 65 - 3404 [65- 3403]  

（68） Vladimir Chikov, “How the Soviet Secret Service Split the American Atom,” Novoe Vremia 16

（23 April 1991 ） and 17（30 April 1991 ）.  

（69） イギリスに対するコーエン夫妻のスパイ活動については以下を参照。Rebecca West, The New Meaning of 

Treason（New York: Viking, 1964 ）, 281 - 288, and in Albright and Kunstel, Bombshell, 244 - 253. 
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（70） コーエン夫妻に対する FBI の捜査については以下を参照。the FBI Morris and Lona Cohen file, 

100- 406659. 

（71） Russian Federal Foreign Intelligence Service, “Veterany vneshnei razvedki Rossii”（Veterans 

of Russian foreign intelli gence service ）（Moscow: Russian Federal Foreign Intelligence Service, 1995 ）.  

（72） Chikov, “How the Soviet Secret Service Split the American Atom.” 

（73） Michael Dobbs, “How Soviets Stole U.S. Atom Secrets,” Washington Post（4 October 1992）. ヤ

ツコフがコーエン夫妻の原爆スパイ活動を確認したところの記述で、ドブスは《ペルセウス》の話に触れている。

このため、ヤツコフが《ペルセウス》のカバーネームまでも確認したと誤解してしまった人もいる。しかしドブ

スは、ヤツコフは《ペルセウス》のカバーネームを使わなかったという。以下はヤツコフのKGBキャリアである。

ヤツコフ、アナトリー・アントノヴィッチ（1993年没）。1937年、モスクワ印刷大学卒、1939年KGB加入、KGＢ

訓練校に通う。1940年あるいは 1941年に外交カバーでアメリカに行き、下級の諜報官となる。科学技術諜報に

特化。戦後は数多くの情報活動に配属され、KGBのアンドロポフ赤旗大学の学校の一つの校長になる。大佐の階
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 第十一章 
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